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平成25年（2013年）12月1日

阿南市10大ニュース2013
阿南市議会議員28人決まる

～回想～ 全国会議

日本女性会議でみせた阿南の底力！



　

カ
タ
ツ
ム
リ
の
新
種
「
ア
ナ
ン
ム
シ
オ
イ
ガ
イ
」
が

水
井
町
で
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
で
ス
タ
ー

ト
し
た
２
０
１
３
年
。
今
年
も
数
々
の
出
来
事
が
阿
南

市
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

　

去
る
11
月
11
日
、
岩
浅
市
長
を
は
じ
め
特
別
職
や
幹

部
職
員
に
よ
る
２
０
１
３
年
阿
南
市
10
大
ニ
ュ
ー
ス
選

考
会
が
行
わ
れ
、
次
の
10
項
目
を
選
定
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ど
の
よ
う
な
年
に
な
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月
。
新
し
く
迎
え
る
年
が

輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
ご
祈
念
を
申

し
上
げ
ま
す
。

現代版画のリーダー的存在として、日本はもとより世
界で活躍され、広く阿南市を知らしめていただいたこ
とは郷土の誇りとして深く尊敬に値することから、そ
の功績を称え、阿南市名誉市民に選定しました。

吹田文明氏を阿南市名誉市民に選定
３
月
18
日

５月１日、夢ホールで記念式典を開催し、名誉市民顕
彰や功労者表彰を行いました。また、記念事業を実施
しました。（5/5NHKのど自慢・5/25記念シンポジウ
ム・8/20阿南市子ども議会など）

阿南市制施行55周年を迎える
５
月
１
日
ほ
か

新種のカタツムリ「アナンムシオイガイ」が水井町で
発見されました。県内では30年ぶりの発見で、阿南
市の豊かな自然環境と生物多様性が守られていること
の象徴となりました。

新種のカタツムリが発見される
１
月
22
日

新庁舎建設工事が３月２日に始まりました。４月24
日には安全祈願祭が執り行われ、現在は高層棟の基礎
工事が行われています。高層棟は平成26年秋、庁舎
全体は平成28年夏の完成を見込んでいます。

新庁舎建設工事が始まる
３
月

2013
阿南市
10大
ニュース
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映画「モンゴル野球青春記」が完成し、全国に先がけ
て阿南市で上映され、1,537人の方が鑑賞しました。
７月には、阿南市から21人がモンゴル国を訪問し、
野球教室などで交流を深めました。

映画上映とモンゴル交流
５
月
・
７
月

一般国道55号阿南道路のうち、阿南市津乃峰町西分
～橘町大浦間の延長1.7㎞（暫定２車線）が開通しま
した。開通セレモニーでは、テープカットやくす玉割
り、ジャズ演奏やもち投げなどが行われました。

一般国道55号阿南道路 部分開通
11
月
２
日

阿南の魅力を全国にＰＲする阿南市イメージアップキ
ャラクター「あななん」が誕生し、日本女性会議で着
ぐるみが披露されました。デザイン募集では204点、
ネーミング募集では360点の応募をいただきました。

市イメージアップキャラクター「あななん」誕生
10
月
12
日

橘町小勝に整備を進めてきた新ごみ処理施設「エコパ
ーク阿南」の本体工事が完了し、火入れ式が行われま
した。今後、負荷運転、性能試験等を実施し、平成
26年４月からの本格稼働をめざします。

エコパーク阿南 火入れ式が行われる
10
月
31
日

「いきいき わくわく 小さなまちから新たなるステー
ジ！」のスローガンのもと、全国から2,309人をお迎
えし、30回の節目となる「日本女性会議〈男女共同
参画〉2013あなん」大会が開催されました。

日本女性会議が開催される
10
月
11
日
〜
13
日

阿南市医師会と徳島県厚生農業協同組合連合会は、阿
南医師会中央病院と阿南共栄病院の統合に向けた協議
を開始することになり、11月22日に、立会人の本市
を交えた三者で覚書の調印を行いました。

中央病院と共栄病院が統合協議へ
11
月
22
日
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阿南市議会議員
一般選挙

新議員28人、ここに決まる！ 開
票
結
果

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
22

－３
７
９
１
）
へ任期満了に伴う阿南市議会議員一般選挙が11月10日に行われ、28

人の議員が選出されました。11月12日には当選証書付与式が行われ、
中西一二三選挙管理委員長から当選者に当選証書が手渡されました。
任期は、平成25年11月25日から４年間です。

投票率　61.95％
選挙当日有権者数　62,352人
投 票 総 数　38,629票
有効投票数　38,230票
無効投票数　     399票

▼候補者別得票数 （得票順・敬称略）

候補者名 得票数 候補者名 得票数
当選 仁 木 よ し ひ と 1,895.042 当選 住 友 と し ひ ろ 1,169.787 
当選 つ る は 良 輔 1,709  当選 佐 々 木 し ま 子 1,161  
当選 荒 谷 み ど り 1,706  当選 小 野 た け し 1,157  
当選 横 田 も り ひ ろ 1,700  当選 林　 こ う い ち 1,115  
当選 お く だ　 勇 1,532  当選 仁 木 む つ は る 1,113.957 
当選 丸 山 　 太 1,514  当選 小 島 ま さ ゆ き 1,100  
当選 山 下 久 義 1,481  当選 日 下 き み あ き 1,092  
当選 橋 本 ゆ き こ 1,473  当選 久 米 よ し ひ さ 1,084  
当選 岩 原 か ず の り 1,452  当選 い い だ 忠 志 1,080  
当選 福 島 民 雄 1,409  当選 や す お か 正 広 1,051  
当選 星 加 み ほ 1,323  当選 喜 多 け い き ち 1,041  
当選 住 友 進 一 1,284.212 当選 い さ か 重 広 995  
当選 の む ら さ か え 1,256  当選 平 山 正 光 989  
当選 ゆ あ さ 隆 浩 1,249  山 崎 ま さ ふ み 979  
当選 藤 本 　 圭 1,171  ま つ き 伸 夫 948  
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阿南市議会議員一般選挙結果

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
街
頭
で
呼
び
か
け

中西委員長から当選証書を受け取る仁木啓人さん

投票を立会する田上さん（右）

啓発グッズを配りながら投票を呼び掛ける会員の皆さん
（11 月５日）

※平成19年、平成23年の
市長選挙は無投票のため
掲載しておりません。

阿
南
市
発
展
に
向
け

決
意
新
た

　

阿
南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
定

数
28
人
）
の
当
選
者
に
対
す
る
当
選

証
書
付
与
式
が
、
11
月
12
日
に
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
の
中
西
一
二

三
委
員
長
は
、「
こ
れ
か
ら
４
年
間
、

市
民
の
幸
せ
が
第
一
の
政
治
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
一
人
一
人
に
当
選
証
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

若
者
を
立
会
人
に
登
用

選
挙
・
政
治
に
関
心
を

　

若
者
に
、
選
挙
や
政
治
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
若
者
の
投
票

立
会
人
の
選
任
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
柳
島
投
票
所
で
立
会
人
を
務
め

た
田
上
航
己
さ
ん
（
20
歳
・
柳
島
町
）

は
、「
選
挙
の
し
く
み
を
知
る
い
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
」。
夏
の
参
議

院
議
員
選
挙
で
立
会
人
を
務
め
た
亀

井
智
代
さ
ん
（
21
歳
・
山
口
町
）
は
、

「
選
挙
に
行
く
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
。友
人
に
も
呼
び
か
け
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

阿
南
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

は
、
有
権
者
が
日
頃
か
ら
政
治
と
選

挙
に
深
い
関
心
と
高
い
意
識
を
持
ち
、

投
票
総
参
加
と
き
れ
い
な
選
挙
の
実

現
を
め
ざ
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

選
挙
期
間
中
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
の
広
報
車
と
と
も
に
市
内
を
巡
回

し
て
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
り
な
が
ら
、

投
票
日
、
投
票
の
方
法
、
選
挙
違
反

の
防
止
な
ど
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

▼選挙別投票率の推移
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仁
に

木
き

 啓
よし

人
ひと
（26）

長生町　元国会議員秘書
無所属　新

鶴
つる

羽
は

 良
りょう

輔
すけ
（57）

新野町　農業
公明党　現

丸
まる

山
やま

　太
ふとし
（49）

下大野町　土木業
無所属　新

福
ふく

島
しま

 民
たみ

雄
お
（63）

羽ノ浦町　農業
無所属　新

山
やま

下
した

 久
ひさ

義
よし
（72）

富岡町　市議会議員
無所属　現

星
ほし

加
か

 美
み

保
ほ
（64）

羽ノ浦町　管理栄養士
無所属　現

橋
はし

本
もと

 幸
ゆき

子
こ
（65）

那賀川町　市議会議員
無所属　現

住
すみ

友
とも

 進
しん

一
いち
（58）

那賀川町　市議会議員
無所属　現

奥
おく

田
だ

　勇
いさむ
（56）

楠根町　政党役員
公明党　現

岩
いわ

原
はら

 計
かず

憲
のり
（61）

羽ノ浦町　無職
無所属　新

荒
あら

谷
たに

みどり（63）
黒津地町　主婦

無所属　現

横
よこ

田
た

 守
もり

弘
ひろ
（66）

内原町　農業
無所属　現

市
議
会
は
、
市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
問
題
を
審
議
す
る
と
と
も
に
、
市
政
が
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、施
政
方
針
な
ど
を
決
定
す
る
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら「
議
決
機
関
」と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
阿
南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
28
人
の
議
員
を
紹
介
し
ま
す
。

議
員
紹
介

敬称略。 氏名、年齢、住所、
職業、党派、元・現・新別の順。
※掲載は右上から下へ得票順。
※年齢、職業は11月12日現在。
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阿南市議会議員一般選挙結果

日
くさ

下
か

 公
きみ

明
あき
（62）

加茂町　農業
無所属　現

湯
ゆ

浅
あさ

 隆
たか

浩
ひろ
（51）

羽ノ浦町　農業
無所属　新

喜
き

多
た

 啓
けい

吉
きち
（58）

富岡町　旅行業
無所属　新

小
お

野
の

　毅
たけし
（69）

那賀川町　農業
無所属　現

久
く

米
め

 良
よし

久
ひさ
（62）

横見町　市議会議員
無所属　現

藤
ふじ

本
もと

　圭
けい
（35）

見能林町　市議会議員
無所属　現

井
い

坂
さか

 重
しげ

廣
ひろ
（66）

才見町　政党役員
日本共産党　現

林
はやし

　孝
こう

一
いち
（67）

新野町　市議会議員
無所属　現

飯
いい

田
だ

 忠
ただ

志
し
（65）

長生町　農業
無所属　現

住
すみ

友
とも

 利
とし

広
ひろ
（62）

宝田町　市議会議員
無所属　現

平
ひら

山
やま

 正
まさ

光
みつ
（49）

那賀川町　石油販売業
無所属　元

仁
に

木
き

 睦
むつ

晴
はる
（60）

宝田町　自営業
無所属　現

小
こ

島
じま

 正
まさ

行
ゆき
（65）

椿町　農業
無所属　現

野
の

村
むら

　榮
さかえ
（78）

福井町　農業
無所属　現

保
やす

岡
おか

 正
まさ

廣
ひろ
（63）

津乃峰町　農業
日本共産党　現

佐
さ

々
さ

木
き

志
し

滿
ま

子
こ
（55）

橘町　市議会議員
無所属　現

7　広報あ な ん 2013.12



阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

福
井
小
学
校
・
福
井
中
学
校
へ

●
金
一
封

福
井
町　

満
石
正
規
様
か
ら
香

典
返
し
に
替
え
、
学
校
施
設
環

境
充
実
資
金
と
し
て

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

～
か
ら
た
ち
の
小こ

径み
ち

～

平
成
25
年

工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
は
、

従
業
員
４
人
以
上
の
す
べ
て
の
製

造
事
業
所
を
対
象
に
平
成
25
年
12

月
31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ

く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計

で
、
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外

（
税
の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
製
造
事
業

所
に
は
、
12
月
中
旬
か
ら
統
計
調

査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

企
画
政
策
課

（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

平
成
26
年
度
に

市
立
保
育
所
で
勤
務
す
る

臨
時
保
育
士
の
登
録
を
受
付

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
ま
た
は

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

※
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に
取
得

見
込
可

登
録
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
写
真
貼
付
）
の
ほ
か
に
保
育

士
証
ま
た
は
免
許
状
の
写
し
を
12

月
２
日
㈪
か
ら
平
成
26
年
１
月
31

日
㈮
ま
で
に
人
事
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

雇
用
の
必
要
が
生
じ
た
際
に
、

面
接
等
で
採
用
を
決
定
し
ま
す
。

※
必
ず
採
用
さ
れ
る
も
の
で
な
い

こ
と
を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－
１
１
１
２
）
へ

年
末
年
始
の
青
空
市

年
末　
12
月
27
日
㈮

年
始　
１
月
10
日
㈮

時
間　
午
前
６
時
～
11
時

場
所　
市
民
会
館
駐
車
場

※
雨
天
決
行

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

切
除
、
肝
臓
が
ん
と
の
闘
い
。
連

続
す
る
苦
労
・
苦
難
の
人
生
を
歩

ん
で
き
た
「
お
千
代
さ
ん
」
の
生

命
を
ふ
り
し
ぼ
っ
た
言
葉
で
す
。

　
こ
の
最
後
の
肉
声
は
、
多
く
の

人
々
に
愛
惜
の
情
と
大
き
な
感
動

を
与
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
最
後
の
歌
声
4

4

が
新
曲

「
か
ら
た
ち
の
小
径
」
と
し
て
残

さ
れ
ま
し
た
。

〽
帰
ら
な
い
日
々
を　
く
や
み
は

し
な
い
け
ど

人
生
は
流
れ
ゆ
く　
旅
景げ

色し
き

た
っ
た
一
度
の　
と
き
め
き
の

香
り
が

夢
見
る
よ
う
に　
淋さ
び
し
そ
う
に

つ
い
て
く
る

〽
あ
ぁ　
あ
な
た
歌
っ
た
う
た　

忘
れ
は
し
な
い

好
き
で
す　
い
つ
い
つ
ま
で
も

涙
が　
ぽ
ろ
り
ぽ
ろ
り

　

こ
の
原
稿
は
、
11
月
15
日
に
、

執
筆
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
は
、

ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
前
日
に
営
ま

れ
た
島
倉
千
代
子
さ
ん
（
享
年
75

歳
）
の
告
別
式
の
模
様
を
放
送
し

て
い
ま
す
。

　
彼
女
は
人
の
悪
口
を
言
わ
ず
、

弱
音
も
は
か
ず
、
そ
の
嫌
味
の
な

い
人
柄
か
ら
、
母
親
に
抱
か
れ
て

い
る
よ
う
な
ぬ
く
も
り
の
あ
る
歌

い
手
と
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
亡
く
な
る
３
日
前
に
録
音
さ
れ

た
最
後
の
肉
声
「
・
・
・
・
私
は

で
き
る
限
り
の
声
で
歌
い
ま
し
た
。

自
分
の
人
生
の
最
期
に
も
う
二
度

と
見
ら
れ
な
い
こ
の
風
景
を
見
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
歌
を
入
れ

ら
れ
る
っ
て
、
こ
ん
な
幸
せ
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
生
の
最
後

に
素
晴
ら
し
い
素
晴
ら
し
い
時
間

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

私
生
活
で
は
、
離
婚
や
中
絶
、

約
21
億
円
に
及
ぶ
借
金
、
乳
が
ん

　
南
こ
う
せ
つ
、
喜
多
條　
忠ま
こ
と

の

名
コ
ン
ビ
が
つ
く
り
あ
げ
た
名
曲

で
す
。
前
述
の
歌
詞
は
喜
多
條
氏

が
特
に
思
い
を
込
め
た
と
い
う
３

番
目
の
フ
レ
ー
ズ
に
な
り
ま
す
が
、

喜
多
條
氏
は
、
父
親
が
海
部
郡
美

波
町
阿
部
の
ご
出
身
で
も
あ
り
、

私
た
ち
と
も
縁
が
あ
る
方
で
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
遺
作
を
１
日
も
早
く

Ｃ
Ｄ
化
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
美
空
ひ
ば
り
、
島
倉
千
代

子
は
、１
歳
違
い
で
あ
り
、「
動
の

ひ
ば
り
」「
静
の
島
倉
」
と
形
容

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
お
互
い
を

敬
愛
し
尊
重
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

２
人
の
戒
名
は

「
慈
唱
院
美
空
日
和
清
大
姉
」（
美

空
ひ
ば
り
）

（
人
々
を
慈
し
ん
で
歌
い
世
に
日

を
照
ら
し
続
け
た
）

「
寶
婕
院
千
代
歌
愛
大
姉
」（
島
倉

千
代
子
）

（
美
し
き
日
本
の
宝
の
人
、
千
代

（
永
久
）
に
歌
を
愛
す
る
歌か

愛わ
い

い

人
）

　

今
、
昭
和
の
歌
姫
の
２
人
は
、

天
国
で
「
花
は
苦
労
の
風
に
咲

け
・
・
・
」（
美
空
ひ
ば
り
の
人

生
一
路
よ
り
）
を
、
笑
顔
で
歌
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
掌
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年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
確
定
申
告

書
に
添
付
す
る
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
が
再
発
行
は
で
き
ま
す
か
。

　
再
発
行
は
可
能
で
す
。

紛
失
等
に
よ
り
再
発
行

が
必
要
な
際
に
は
、
控
除
証
明

書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７

０

-

０
７
０

-

１
１
７
※
Ｉ
Ｐ

電
話
等
の
方
は
、
☎
０
３

-

６

７
０
０

-

１
１
３
０
）
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
を

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た

方
は
、
控
除
証
明
書
が
平
成
25

年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
は
、
平
成
26
年
２

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
へ
の

登
載
申
請
書
提
出

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
申
請
に
基
づ
き
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
状
況
に
よ
り
作
成
さ

れ
ま
す
。

申
請
資
格
の
あ
る
方　
市
内
に
住

所
を
有
す
る
満
20
歳
以
上
の
方

（
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

▼
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
の
業
務
を
営
む
方

▼
前
記
の
方
と
住
民
票
が
同
一
の

世
帯
の
親
族
、
ま
た
は
、
そ
の
配

偶
者
で
あ
っ
て
、
年
間
に
お
お
む

ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
方

申
請
方
法　
実
行
組
長
を
通
じ
て

配
布
さ
れ
た
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

実
行
組
長
か
ら
市
へ
の
提
出
期
限

　

提
出
期
限
は
平
成
26
年
１
月
10

日
㈮
で
す
。
実
行
組
長
は
、
期
限

内
に
申
請
書
を
取
り
ま
と
め
て
農

業
委
員
会
ま
た
は
各
支
所
・
各
住

民
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

・
申
請
が
な
い
場
合
は
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
実
行
組
に
属
し
て
い
な
い
方
は
、

申
請
書
を
各
支
所
ま
た
は
住
民
セ

ン
タ
ー
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

農
業
委
員
会

（
☎
22

－

３
７
９
０
）
ま
た
は
選

挙
管
理
委
員
会
（
☎
22

－

３
７
９

１
）
へ

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
と
は

　

毎
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）

に
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
（
法
人
）
が
そ

の
固
定
資
産
の
価
格
を
も
と
に
算

出
さ
れ
た
税
額
を
そ
の
固
定
資
産

の
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税

金
で
す
。

土
地
の
評
価
に
つ
い
て

　

地
目
に
つ
い
て
は
、
登
記
簿
上

の
地
目
に
関
わ
り
な
く
、
そ
の
年

の
１
月
１
日
の
現
況
地
目
に
よ
っ

て
、
評
価
し
て
お
り
、
調
査
の
た

め
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

新
築
家
屋
の
評
価
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
１
月
２
日
以
降
に
新

築
さ
れ
た
家
屋
の
評
価
を
順
次
実

施
し
て
い
ま
す
。
家
屋
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
均
衡
の
と
れ
た
公
平

な
固
定
資
産
税
の
課
税
の
た
め
に

家
屋
の
内
部
お
よ
び
外
部
に
つ
い

て
詳
細
な
調
査
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
の
償
却
資
産
の
申

告
書
を
12
月
に
発
送
し
ま
す
。
事

業
用
資
産
を
所
有
し
て
い
る
法
人

お
よ
び
個
人
の
方
は
、
平
成
26
年

１
月
１
日
現
在
、
所
有
し
て
い
る

資
産
に
つ
い
て
、
１
月
31
日
㈮
ま

で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
利
用
形
態

を
変
更
し
た
と
き
、
家
屋
に
つ
い

て
は
、
家
屋
の
取
り
壊
し
や
増
築
、

新
築
を
し
た
と
き
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定
資

産
税
係
（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業

説
明
会
の
開
催

　

果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
と
は
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
収
益

性
の
高
い
優
良
品
目
・
品
種
へ
の

転
換
や
園
地
整
備
等
、
前
向
き
な

取
組
を
行
う
担
い
手
や
産
地
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
本
事

業
を
活
用
し
て
優
良
品
目
・
品
種

へ
の
改
植
を
実
施
し
た
担
い
手
に

対
し
て
、
改
植
後
の
未
収
益
期
間

を
支
援
し
ま
す
。
来
年
度
申
請
に

向
け
て
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
事
業
は
来
年
度
が
最

終
年
度
と
な
り
ま
す
。

日
時　
12
月
19
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
～

場
所　
ア
グ
リ
あ
な
ん
２
階　

会

議
室

問
い
合
わ
せ
は　

農
林
水
産
課

（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

冬
休
み
小
学
生
英
語
教
室

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

と
英
語
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
12
月
21
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

場
所　
富
岡
公
民
館
２
階　
ホ
ー
ル

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
の
往
信

面
に
①
学
校
名
②
学
年
③
児
童
の

氏
名
④
性
別
⑤
住
所
⑥
引
率
者
の

氏
名
⑦
引
率
者
の
電
話
番
号
、
返

信
面
に
住
所
と
保
護
者
の
宛
名
を

記
入
の
う
え
、
教
育
研
究
所
へ
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
受
講
の
ご
案

内
は
、
返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

定
員　
60
人
（
申
込
み
が
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。）

申
込
締
切
日　
12
月
６
日
㈮
（
消

印
有
効
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７

７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町
ト
ノ

町
12
番
地
３　

教
育
研
究
所
（
☎

22

－

３
３
９
５
）
へ
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阿
南
警
察
署
だ
よ
り

年
末
特
別
警
戒
に
つ
い
て

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
カ

月
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
年
末
年
始

に
か
け
て
、
人
や
車
の
移
動
が
多

く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
各
種
犯
罪
や
交

通
事
故
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
年

末
年
始
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
、

阿
南
警
察
署
で
は
年
末
特
別
警
戒

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
防

犯
意
識
を
高
め
、「
外
出
時
に
は

必
ず
施
錠
を
す
る
」「
薄
暮
時
に

は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
行
う
」

な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
、
交

通
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件 数
死 者
負 傷 者

206件（2,242）
0人（    7）

29人（321）

救 急 件 数
搬送人員

244件（2,732）
243人（2,617）

火 災
件 数
損 害 額

1件（  27）
1,831千円

（35,926千円）
●阿南署管内平成25年10月分合計
　カッコ内は１月からの累計

◆申込資格等　次の①～④にすべてに該当する方。

①阿南市に住民登録または勤務地を有し、持家がないなど

居住に困っていると認められる方。

②同居しようとする親族がいること。ただし、婚約者の場

合は、入居を指定した日から 3 カ月以内に結婚し、同

居できる方に限ります。

③政令で定める収入基準を満たす方。

④申込者および同居する親族が暴力団員でないこと。

◆申込みに必要な書類　
①市営住宅使用申込書（住宅建築課備え付け）。

　※申込書には押印が必要。

②入居希望者全員の住民票。

③収入を証する書類（所得課税証明書、源泉徴収票（給与

支払明細書）など）。

④婚約中の方は、婚約が証明できる書類。

◆入居者の選定方法　
①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合は

受け付けできません。

②書類審査後、希望する住宅を１つ選んでいただきます。

③各住宅で募集戸数を超える申込みがある場合は、抽選に

より決定します。

④不正な申込み等が発見された場合は、当選資格を取り消

します。また、申込み後、入居までに同居親族の変更（出

産、死亡を除く）または婚約者が変わった場合は、その

申込みを無効とします。

◆受付日時　12月12日㈭・13日㈮　9:00～17:00

◆抽選日  12月19日㈭・20日㈮　※抽選がある場合のみ。

◆入居予定日　平成26年２月１日㈯

※家賃、敷金、収入基準などさまざまな条件や制約があり

ますので、くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　住宅建築課（☎22ー3431）へ

次の市営住宅への入居者を募集します。

＜一般募集住宅＞

住宅名 所　在　地 戸　数 間取

橘 橘 町 幸 野 ２ ３ＤＫ

西　　方 長 生 町 西 方 ２（単身可） ２ＤＫ

中　　島 那 賀 川 町 中 島 ２ ３ＤＫ

赤　　池 那 賀 川 町 赤 池 １ ３ＤＫ

市営住宅入居者募集
■展示コーナー　　10:00 ～ 20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○プリザーブドフラワー作品展～ Winter ～

　３日㈫～15日㈰

○たまには食べられないスイーツを　其の四

　３日㈫～15日㈰

○「布が好き、花が好き」展　

　17日㈫～27日㈮

■体験コーナー

○楽しいプリザーブドフラワーアレンジレッスン

　８日㈰　13:00 ～15:00

　【申込締切日】５日㈭　【参加費】3,000円

　【定員】10人　

○干支の午
うま

作り体験

　15日㈰　13:00 ～15:00

　【申込締切日】12日㈭　【参加費】500円

　【定員】10人　

○キャンディネックレス作り

　21日㈯　13:30 ～15:30

　【申込締切日】19日㈭　【参加費】800円

　【定員】10人　

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
を常時開催中！

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ

　　　　　　　（☎ 24－3141）へ

光 12月の催しのまちステーションプラザ

　 平成25年 度 コ ミ

ュニティ助成事業

（一般コミュニティ

助成事業）により、

あなん子ども太鼓ク

ラブが太鼓一式を購入しました。老人ホー

ムや福祉施設の慰問などのほか、太鼓体験

教室を通して地域の結びつき、地域コミュ

ニティ活動の一層の推進・発展の場として

大いに活躍されています。

問い合わせは　生涯学習課（☎22ー3391）へ

宝くじ助成事業で
太鼓を購入
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10:40～　開会式
11:00～　コーディネーショントレーニング 

選手とキャッチボール 
13:30～　「キャッチボールクラシック」

カテゴリ予選、プロ野球チームと対戦
13:40～　選手に質問をしよう！（仮）※カテゴリ予選と同時進行
14:40～　閉会式

ＦＭ徳島パーソナリティーの近藤公美
さんが、阿南市民の横顔を紹介！ラジ
オを聞いてリスナープレゼントをGET
しよう！

12月のゲスト（予定）
  5日　阿南市子ども会連合会会長　 飯沼康彦さん
12日　阿南光のまちづくり実行委員会委員長　山本史夫さん
19日　地域デザイナー　遠藤愛実さん
26日　棚橋豊福堂　棚橋俊介さん
問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

毎週木曜日　16:30 ～ 16:50

ＦＭ徳島　阿南市ＰＲ番組　GO!GO! 阿南市わくわくラジオ

第
22
回
阿
南
市
活
竹
祭

出
店
者
募
集

日
時　

平
成
26
年
３
月
１
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
荒
天
時

は
２
日
㈰
に
順
延
）

場
所　
市
民
会
館
前
駐
車
場

出
店
条
件　
出
店
は
阿
南
市
内
の

団
体
で
、
出
店
物
は
阿
南
市
の
特

産
品
を
主
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
締
切
日　
12
月
27
日
㈮

申
込
方
法　
実
行
委
員
会
事
務
局

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
出
店
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南

市
活
竹
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
労
政
課
内
☎
22

－

３

２
９
０
）
へ

平
成
25
年
度

第
４
回
阿
南
市

人
権
教
育・啓
発
市
民
講
座

日
時　
12
月
24
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚

室講
師　
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー　

総
合

内
科
医
長　

本
田
美
和
子
さ
ん

演
題　
「
身
近
に
あ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
症
に
つ
い
て
～
自
分
と
自
分
の

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
～
」

※
託
児
あ
り
（
12
月
16
日
㈪
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

年末年始の市役所業務の休業（休館）のお知らせ
業務内容・施設名 休業（休館）期間 電話番号

一 般 行 政 業 務
12月28日㈯～１月５日㈰
※仕事始めは１月６日㈪から。
※休み期間中の「出生届」・「死亡届」等の
届け出および火葬の予約は、市役所本庁
地下１階（宿直室）までお願いします。
地下１階へは本庁東側の外階段をご利
用ください。

22－1111

水道料金お客様センター 22－0587

市 民 会 館
12月28日㈯～１月３日㈮

22－7000
文 化 会 館 21－0808
光のまちステーションプラザ 24－3141
ひ ま わ り 会 館

12月29日㈰～１月３日㈮

23－6600
情 報 文 化 セ ン タ ー 44－5000
阿波公方・民俗資料館 42－2966
科 学 セ ン タ ー 42－1600
葬 斎 場 １月１日㈷～３日㈮ 22－0623

※市立図書館は25ページ、かもだ岬温泉保養センターは28ページ、スポーツ施設は
31ページをご覧ください。

駐車場　南部健康運動公園、桑野公民館、アグリあなん
※お車でご来場の際は、乗り合わせにご協力ください。

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22ー1297）へ

場所　JAアグリあなんスタジアム

※都合により、日程が変更になる場合があります。

※天候により中止になる場合があります。その場合は、市民会館で13:00から

プロ野球選手によるトークショーを行う予定です。

徳島県出身選手を含む現役プロ野球選手が、参加者とキャッチボールなどを

行うイベントを開催します。観覧は無料です。

多数のご来場をお待ちしています。

野球のまち阿南で
キャッチボールをしよう！

12月

15㈰
10時開場
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●上り
発車時刻 経　　路 到着時刻 運行会社
※ 5:58

阿南駅→高速舞子→大阪駅→難波

※ 9:20

徳島バス

6:48 10:10
8:48 12:10

10:48 14:10
12:48 16:10
16:53 20:15
18:18 21:40
20:35 阿南駅→渋谷→浜松町→品川 6:50
20:50 阿南駅→新宿駅→東京駅→新木場駅 7:55 JRバス関東

●下り
発車時刻 経　　路 到着時刻 運行会社

7:30

難波→大阪駅→高速舞子→阿南駅

10:52

徳島バス

9:30 12:47
11:40 14:57
13:55 17:12
15:50 19:07
17:50 21:07

※ 18:55 ※ 22:12
20:30 新木場駅→東京駅→新宿駅→阿南駅 7:31 JRバス関東
20:50 品川→浜松町→渋谷→阿南駅 7:05 徳島バス

※印の便は、土・日・祝日にユニバーサル・スタジオ・ジャパンを経由します。

阿南駅東口に市営駐車場を設置しています。
高速バスや阿南駅をご利用の際、旅行や出
張にお出かけの際、阿南駅前商店街でお買
い物の際には、ぜひ阿南駅東口駐車場をご
利用ください。

問い合わせは	
◎阿南駅東口駐車場に関することは
　まちづくり推進課（☎22－1596）へ
◎高速バスに関することは	
　徳島バス　　（☎088－622－1826）へ
　ＪＲ四国バス（☎088－602－1090）へ
　ＪＲバス関東（☎03－3844－0495）へ

阿南駅東口駐車場をご利用ください

○利用可能台数　33台
○駐車料金　500円/24時間

原
田

病院

阿南市民会館 富岡東高等学校

フジグラン阿南

ﾎｰﾑｾﾝﾀｰダイキ阿南店

商工業振興ｾﾝﾀｰ

聖
母幼

稚
園

国道55号

阿南駅東口駐車場

案内看板案
凡　例

案
案

案

JR阿
南

駅

案

市道 領家学原線

阿南駅発着高速バス時刻表

問い合わせは　人権・男女参画課（☎22ー3094）へ

　子どもも大人も、私たち一人一人が「大切な存在」として、いきい

きと輝くということについて、『おこだでませんように』『ふくびき』（共

に小学館）『ええところ』（学研）『泥かぶら』（瑞雲舎）など、作品の

中からセレクトした絵本をもとに、朗読と解説を交えながらの講演で

す。絵本の世界を楽しみながら、他者の心の動きに気付くことの大切

さ、私たち一人一人が心豊かに生きることの大切さについて考えてみ

ませんか。

♣ホール
10:00　開会宣言、講演会（10:20～11:50）

13:30　人権啓発標語・ポスター・人権作文表彰式

♣ホワイエ
☆くすのき しげのりさんサイン会・物販

（講演会終了後）

☆人権啓発標語・ポスター優秀作品展示

☆人権絵はがき・人権の花運動ポスター展示

☆人権擁護委員コーナー

☆男女共同参画コーナー

♣視聴覚室　11:00 ～
☆ふれあいのまちづくりフェア

（作品展・バザー）

♣研修室
☆いのちを守る木造住宅耐震相談・

　建築無料相談

♣ロータリー　11:00 ～
☆飲食物販売・バザー

♣富岡公民館
☆子どものための特設人権相談

☆法務局くらしの相談

☆手話教室・バザー（11:00 ～）

※イベント内容が変更になることがあります。

♥託児所あり（無料）

講演会　10:20 ～ 11:50

　講師　児童文学作家

　　　　くすのき しげのり さん

　演題　「一人一人が　輝くために」

　　　　―　絵本に託す願い　―

第17回 阿南市人権フェスティバル
テーマ　「明るく住みよいまちづくり」
《 第15回ふれあいのまちづくりフェア同時開催 》

日　 時 　12月８日㈰　10:00～15:00

場　 所 　夢ホール（文化会館）・富岡公民館
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●シリーズ

豆 知 識

藤
原
の
効
果

⑸

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
を
想
定

し
た
情
報
伝
達
訓
練
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

　
携
帯
電
話
に
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
一
斉

に
配
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
合
図
に

机
の
下
に
隠
れ
る
な
ど
の
身
を
守
る
退
避

行
動
を
１
分
程
度
と
っ
て
い
た
だ
く
、
自

主
参
加
型
の
訓
練
で
す
。

　
大
地
震
が
発
生
し
た
時
に
は
、
ま
ず
は

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
の
行

動
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
事
前
に
家
族
や

職
場
な
ど
で
大
地
震
が
発
生
し
た
時
に
何

を
す
べ
き
か
を
話
し
合
い
、
こ
の
訓
練
で

実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
12
月
20
日
㈮
　
午
後
２
時

注
意
事
項

・
着
信
音
は
、
実
際
の
緊
急
地
震
速
報
の

ブ
ザ
ー
音
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
設
定
し
て
い
て
も
着

信
音
が
鳴
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

鳴
っ
て
は
い
け
な
い
場
所
で
は
必
ず
電

源
を
お
切
り
く
だ
さ
い
。

・
車
を
運
転
中
は
訓
練
に
参
加
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。無
理
に
停
車
し
た
り
、携
帯

電
話
の
操
作
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
徳
島
県
危
機
管
理
部
南

海
地
震
防
災
課
（
☎
０

８
８
ー
６
２
１
ー
２
２

８
１
）
ま
た
は
市
防
災

対
策
課
（
☎
22
ー
９
１

９
１
）
へ

　
10
月
の
下
旬
に
大
型
の
台
風
27
号
と
28

号
が
同
時
期
に
日
本
近
海
に
接
近
し
、
本

市
で
は
台
風
27
号
と
停
滞
す
る
秋
雨
前
線

の
影
響
で
「
大
雨
・
洪
水
警
報
」
が
発
表

さ
れ
る
な
ど
、
大
荒
れ
の
天
気
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
時
、テ
レ
ビ
等
で
「
藤
原
の
効
果
」

と
い
う
言
葉
を
初
め
て
耳
に
し
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
藤
原
の
効
果
と
は
、
２

つ
以
上
の
熱
帯
低
気
圧
（
以
下
、「
台
風
」

と
い
う
）
が
接
近
し
た
場
合
に
、
そ
れ
ら

が
干
渉
し
て
通
常
と
異
な
る
進
路
を
と
る

現
象
の
こ
と
で
す
。
１
９
２
１
年
に
当
時

の
中
央
気
象
台
所
長
だ
っ
た
藤
原
咲
平
さ

ん
が
、
こ
の
よ
う
な
台
風
の
相
互
作
用
の

存
在
を
提
唱
し
た
た
め
、「
藤
原
の
効
果
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
藤
原
の
効
果
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

２
つ
以
上
の
台
風
の
距
離
は
、
そ
の
台
風

の
大
き
さ
や
強
さ
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

お
お
む
ね
１
千
㌔
以
内
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
藤
原
の
効
果
は
大
き
く
６
つ
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。

・
相
寄
り
型
　
弱
い
台
風
が
、
強
い
台
風

に
吸
収
さ
れ
る
場
合

・
時
間
待
ち
型
　
片
方
の
台
風
が
北
上
し
、

そ
の
台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
後
に
も
う
片

方
が
動
き
出
す
場
合

・
追
従
型
　
片
方
の
台
風
が
移
動
し
た
後

ろ
を
、
も
う
片
方
の
台
風
が
追
い
か
け

て
い
く
場
合

・
指
向
型
　
片
方
の
台
風
が
、
も
う
片
方

の
台
風
の
周
り
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る
よ
う

に
動
く
場
合

・
同
行
型
　
両
方
の
台
風
が
並
ん
で
移
動

し
て
い
く
場
合

・
離
反
型
　
東
の
台
風
が
加
速
し
て
北
東

へ
移
動
し
、
西
側
の
台
風
は
減
速
し
な

が
ら
西
へ
移
動
す
る
場
合

　
こ
の
よ
う
に
、
同
時
期
に
２
つ
以
上
の

台
風
が
発
生
す
る
と
、
台
風
が
迷
走
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
台
風
が
接
近
し
て
い
な
く
て
も
、
前
線
の

影
響
等
で
雨
が
長
時
間
降
り
続
く
と
、
土
砂

災
害
や
河
川
の
氾
濫
等
の
危
険
性
が
高
ま
り

ま
す
。「
こ
れ
く
ら
い
の
雨
な
ら
大
丈
夫
」

と
自
分
で
判
断
せ
ず
、
市
や
気
象
台
か
ら
情

報
等
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
早
め
の
避
難
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

※
台
風
と
は
、
熱
帯
の
海
上
で
発
生
す
る
低

気
圧
を
「
熱
帯
低
気
圧
」
と
呼
び
、
こ
の
う

ち
北
西
太
平
洋
（
赤
道
よ
り
北
で
東
経
１
８

０
度
よ
り
西
の
領
域
）
ま
た
は
南
シ
ナ
海
に

存
在
し
、
な
お
か
つ
低
気
圧
域
内
の
最
大
風

速
が
毎
秒
17
メ
ー
ト
ル
（
34
ノ
ッ
ト
・
風
力

８
）
以
上
の
も
の
。

「
と
く
し
ま
情
報
伝
達
訓
練
」

の
お
知
ら
せ

徳
島
地
方
気
象
台
地
震
津
波
防
災
官
の

真
砂
礼
宏
さ
ん
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

提供：気象庁（気象衛星図）

13　広報あ な ん 2013.12



【基調報告・記念講演・シンポジウム】
内閣府男女共同参画局長の佐村知子さんによる基調報告、
料理研究家の浜内千波さんによる記念講演のあと、30周
年記念シンポジウムでは、有識者による議論が交わされた。

【ボランティア】
準備から本番まで、延べ7,000人の
ボランティアを動員。新聞エコバッ
グで徳島・阿南の魅力をＰＲした。

【感動】
阿南の人々の心尽くしが参加者の心
を打った。交流会で阿波踊りを踊り
終えると、会場の熱気は最高潮に。

【料理】
30種類の郷土料理が竹の器に盛り
付けられた。30 周年を記念して
30 ｍ巻きずしも振る舞われた。

【おもてなし】
「ウエルカムかかし」「パッチワーク
キルト」「ひまわり」「お茶席」など
で、おもてなしの心をカタチに。

日本女性会議でみせた阿南の底力！
　

阿
南
市
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本

女
性
会
議
」
で
は
、
30
回
の
歴
史

の
中
で
初
め
て「
男
女
共
同
参
画
」

の
言
葉
を
表
記
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
開
催
市
の
中
で
も
一
番
小

さ
な
阿
南
市
が
「
い
き
い
き
わ

く
わ
く
小
さ
な
ま
ち
か
ら
新
た

な
る
ス
テ
ー
ジ
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
に
、
市
民
・
企
業
・
行

政
が
協
働
で
大
会
を
運
営
す
る
独

自
の
方
式
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

特
に
実
行
委
員
会
で
は
、
男
性
の

意
識
改
革
に
力
を
注
い
だ
結
果
、

運
営
委
員
等
ス
タ
ッ
フ
の
男
性
比

率
は
25
％
、
大
会
参
加
者
に
お
い

て
も
20
％
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
ま
で
の
大
会
で
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

日
本
初
の
女
性
代
議
士
で
、
名

誉
市
民
で
も
あ
る
紅
露
み
つ
氏
が

「
婦
人
の
向
上
に
男
子
の
協
力
を

切
望
す
る
」
と
語
っ
た
こ
の
阿
南

市
か
ら
さ
ら
な
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
て
大
き
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
会
の
準

備
段
階
か
ら
開
催
に
至
る
ま
で
の

長
き
に
わ
た
り
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
人
権
・
男
女
参
画
課
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【分科会】
９つのテーマ別に幅広い議論が交
わされた。第９分科会（ＤＶ）では、
男性の視点から議論が行われた。

【交流会】
牛岐城が栄えていた室町時代の衣
装に身を包んだ女性スタッフが、
自慢の料理と笑顔を運んだ。

【アトラクション】
地元有名連の達粋連、うずき連が本
場の阿波踊りを披露。荷物にならな
い最高のお土産をプレゼント。

【物産展】
県内の企業や団体、高校などから
24 店が出店。徳島の逸品を買い求
める人々でにぎわった。

【男性の参画】
大会における男性の参加者は471人
と過去最高。市民ボランティアに
あっては全体の４割にも上った。

【演出】
飾らない普段着な司会進行で、終始
和やかな雰囲気を演出。フィナーレ
では感極まる場面もあった。

日本女性会議でみせた阿南の底力！
阿南市の歴史に大きな１ページが刻まれました。
10月11日から３日間、県内外から2,309人が参加して「日本女性
会議〈男女共同参画〉2013あなん」が盛大に開催されました。延べ
7,000人のボランティアを動員し、「あ・い・う・え・おもてなし」
を合言葉に一致団結。 “ 市民の底力 ” で、地方の都市でも開催でき
ることを証明しました。

「男
ひと

と女
ひと

思いやりと感謝の気持ちで共に汗を流す男女共同参画」の
メッセージを全国に発信し、地域社会で共同参画を実践していくた
めの着実な一歩を踏み出しました。
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Iw
asa　

Yoshihito

さまざまな世代の大人たちが集い、話し
合い、参加者全員が未来の大人たち（子
どもたち）のために「今自分にできるこ
と」を考え、表明しました。一人ひとり
が意識を変え、行動する大切さを確認し
た有意義な分科会となりました。

分科会

３ 子ども

食育の実践が、地域の活性化や男女が共
に元気に生涯を過ごす元気なまちづくり
へと広がっており、食を大切に考え、食
を通じて豊かな人間性を育む「郷土の人・
自然・食でつくる絆」が感じられた分科
会でした。

分科会

６ 食育

ＤＶというテーマと男女共同参画をどの
ように結びつけるかという部分で何度も
協議を重ねました。スタッフ全員の気持
ちの足並みがそろっていたことが、成功
に結び付いたのだと思います。ありがと
うございました。

分科会

９
ＤＶ
（ドメスティックバイオレンス）

　

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま

で
、
全
国
44
の
都
道
府
県
か
ら
予

想
を
上
回
る
２
３
０
０
人
余
り
の

お
客
様
を
お
迎
え
し
、
30
回
の
節

目
と
な
る
日
本
女
性
会
議
を
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
１
年
余
り
に
わ
た

る
準
備
か
ら
当
日
の
お
接
待
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
携
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
延
べ
７
千
人
も
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
貴
重
な
浄
財

を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
多
く
の
協

賛
者
の
方
々
に
絶
大
な
る
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

熱
意
あ
る
関
係
者
の
皆
さ
ま
の

「
阿
南
で
も
成
功
さ
せ
よ
う
」「
お

客
さ
ま
を
温
か
く
お
迎
え
し
よ

う
」
と
思
う
一
念
が
、
大
き
な
う

ね
り
と
な
り
力
と
な
り
、
阿
南
市

民
の
声
と
な
っ
た
こ
と
が
、
新
し

い
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
歴
史
に
残
る

素
晴
ら
し
い
大
会
と
な
っ
た
要
因

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
会
長
と

し
て
、
市
長
と
し
て
全
て
の
市
民

の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
実
行
委
員
長
の
渡
辺
純

子
さ
ん
を
は
じ
め
、
開
催
誘
致
当

初
か
ら
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
に
は
大
変
な
ご
労
苦
を
お
か

け
い
た
し
ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼

を
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

９つのテーマで分科会が行われ、パネ
ルディスカッションやワークショップ
などで幅広い議論を交わしました。そ
れぞれの分科会長に、成果や感想など
について話を伺いました。

市民の熱意とおもてなし
で成功させた
歴史に残る大会

大会長　岩浅 嘉仁

阿
部
和
代
さ
ん

福
本
尚
子
さ
ん

谷
　
篤
子
さ
ん

● 分科会

回想
Recollection
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人生の最晩年を心豊かに過ごすためには、
人とつながり、社会に参加すること。人
とかかわることで幸せを見いだすことが
できると実感しました。日本女性会議を
スタートに男と女が協力し合って、孤立
を防ぐ取組を地域で進めていきたい。

分科会

１ 介護と地域医療

テーマを「女性防災リーダーの育成のた
めに～災害前後に女性の視点を～」と設
定し、みんなが主役の全員参加型、手づ
くりによる勉強の場としました。スタッ
フは会議の運営を通して、防災に対する
意識と知識のレベルを高めました。

分科会

２ 防災

苦労して得られるものは真の力になる。
あれだけの時間をかけ、会議を重ね、ボ
ランティア活動にも参加したことが成功
につながったと思う。スタッフの皆さん
の温かい協力、支援、アドバイス等々に
感謝しています。ありがとうございまし
た。

分科会

４ まちおこし

高齢を幸齢と捉え、セカンドライフをど
のように輝いて生きていくかを、熱く語
り合い迎えた会議でした。当日の分科会
終了後「こんな楽しい会議は初めてでし
た。ありがとう」のお言葉にスタッフ一
同の笑顔がはじけました。皆さまありが
とうございました。

分科会

５ セカンドライフ

コーディネーターの渥美由喜さん（厚生
労働省有識者会議委員）は、自らが男女
共同参画社会をめざす実践者で、流ちょ
うな語りで会場を和ませ、７人の発表内
容の要点をまとめていただいた。人々の
多様性が生かされる社会が、今こそ求め
られている。

分科会

７
ワーク・ライフ・
バランス

私たちは「生命を育み希望にあふれる地
域づくり」をテーマに議論を深めました。
参加者の方から「大変よかったよ」、「勉
強になってありがとう」、「阿南市は小さ
いけど最高」と声をかけていただいて、
第８分科会は成功したのかなとスタッフ
と喜び合いました。

分科会

８ 農林漁業

　

２
千
人
規
模
の
会
議
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う

不
安
と
期
待
を
心
の
隅
に
抱
え
な

が
ら
「
い
つ
か
阿
南
で
」
の
夢
実

現
の
日
、
10
月
11
日
を
無
事
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
20
年
間
参
加
し
た
中
で
一
番

よ
か
っ
た
」「
お
も
て
な
し
に
感

動
し
た
」
な
ど
な
ど
、
参
加
者
か

ら
た
く
さ
ん
の
お
心
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

貴
重
な
ご
浄
財
を
ご
提
供
い
た

だ
い
た
方
々
、
昼
夜
を
問
わ
ず
一

緒
に
汗
を
流
し
て
い
た
だ
い
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
や
、
い
ろ

い
ろ
な
形
で
ご
支
援
を
賜
り
、
大

会
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
市
民
の
皆
さ
ま
方
に
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
の
小
さ
な
ま
ち
で
も
で
き

る
こ
と
を
証
明
で
き
た
瞬
間
で
し

た
し
、
こ
の
日
ま
で
歩
ん
で
き
た

道
の
り
そ
の
も
の
が
、
思
い
描
い

た
男
女
共
同
参
画
の
姿
で
し
た
。

男ひ
と

と
女ひ

と

が
共
に
輝
け
る
阿
南
で
あ

る
こ
と
を
、
全
国
に
発
信
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
こ
の
ま
ち
か
ら
男

女
共
同
参
画
社
会
の
さ
ら
な
る
実

現
に
向
け
て
新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ

を
模
索
し
、
次
世
代
に
つ
む
ぎ
た

く
思
い
ま
す
。

歩んできた道のり
そのものが
男女共同参画

実行委員長　渡辺 純子W
atanabe Junko

斎
　
芳
宏
さ
ん

湯
城
豊
勝
さ
ん

野
村
誠
也
さ
ん

粟
飯
原
富
士
子
さ
ん

日
下
　
旭
さ
ん

美
馬
義
明
さ
ん

回想
Recollection
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歴史の道の保存や活用方法について話し合う「第12回全国歴史の道会議
徳島県大会」が10月19日、阿南市文化会館で開催されました。四国で初
めてとなる今回の会議には、過去最多となる450人が参加。講演や活動報
告で遍路道にまつわるドラマとロマンにひたりました。

第12回
全国歴史の道会議   徳島県大会

古
来
、道
は
人
々
が
交
流
す
る　

舞
台
で
あ
る
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太
龍
寺
周
辺
の
遍
路
道
が
四
国
で

初
め
て
国
史
跡
指
定
を
受
け
、
市
民

の
歴
史
の
道
に
対
す
る
関
心
が
に
わ

か
に
高
ま
る
中
で
、
今
回
の
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
遍
路
道
に
は
、

他
の
歴
史
の
道
に
な
い
魅
力
が
あ
り

ま
す
。
悠
久
の
時
を
超
え
、
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
「
お
接
待
」
の

文
化
が
息
づ
い
て
い
る
の
で
す
。
道

の
持
つ
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
だ
け

で
な
く
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
生
活

活
動
も
ま
た
、
遍
路
文
化
の
形
成
に

欠
か
せ
な
い
要
素
の
一
つ
。
今
回
は
、

そ
う
し
た
遍
路
道
を
舞
台
と
し
た
地

域
や
人
々
の
絆
に
焦
点
を
あ
て
、
歴

史
の
道
を
核
と
し
た
地
域
の
連
携
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
議

論
を
深
め
ま
し
た
。

　
「
歴
史
の
道
の
可
能
性
」
と
題
し

て
行
わ
れ
た
文
化
庁
主
任
文
化
財
調

査
官
の
佐
藤
正
知
さ
ん
に
よ
る
基
調

講
演
で
は
、
国
の
史
跡
指
定
の
歩
み

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
文
化
財
の
総

合
的
把
握
と
歴
史
文
化
基
本
構
想
が

示
さ
れ
、
歴
史
の
道
が
持
つ
可
能
性

を
探
り
ま
し
た
。
地
域
の
取
組
な
ど

を
紹
介
す
る
活
動
報
告
で
は
、
阿
南

市
を
代
表
し
て
「
加
茂
谷
へ
ん
ろ
道

の
会
」
会
長
の
横
井
知
昭
さ
ん
が
登

壇
。
太
龍
寺
周
辺
の
遍
路
道
が
四
国

で
初
め
て
国
史
跡
指
定
を
受
け
た
こ

と
で
、
地
元
住
民
の
遍
路
道
に
対
す

る
意
識
が
変
わ
っ
た
こ
と
や
、
遍
路

道
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
へ
の
取

組
な
ど
を
紹
介
し
、
歴
史
の
道
を
「
地

域
の
宝
」
と
し
て
再
認
識
し
て
、
守
り

受
け
継
ご
う
と
立
ち
上
が
っ
た
人
々
の

熱
い
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
を
通
し
て
、
遍
路
文
化

の
魅
力
と
自
分
た
ち
の
活
動
を
全
国
に

発
信
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
歴
史
の

道
の
保
存
・
活
用
の
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
む
う
え
で
、
大
き
な
一
歩
に

な
っ
た
と
い
え
ま
す
。
遍
路
道
で
つ
な

が
る
香
川
・
愛
媛
・
高
知
県
か
ら
の
参

加
者
か
ら
も
「
興
味
深
い
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」

と
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
予
定
し
て
い
た
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
、
悪
天
候
の
た
め
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
を
重
ね
、
本

番
に
備
え
て
い
た
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
出
番
は
残
念
な
が
ら
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
観
光
客
誘
致
に
欠

か
せ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

今
後
も
地
元
の
方
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
遍
路
道
の
保
存
・
活
用
事
業
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

古
来
、
道
は
人
々
が
交
流
す
る
舞
台

で
あ
り
、
そ
の
沿
線
に
残
る
歴
史
的
・

文
化
的
遺
産
を
総
称
し
て
「
歴
史
の

道
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
歴
史
の
道
会

議
で
つ
む
い
だ
全
国
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、
さ
ら
な
る
国
史
跡
指
定
と

四
国
遍
路
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、

リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
発
揮
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
化
振
興
課

平成13年から記録している遍路道日記と写
真をパネルにして、会場に展示していただき
ました。

「札所でのできごとよりも、それらをつなぐ
遍路道での人と人とのつながりこそが、遍路
文化のすばらしい魅力であると感じています。
もっと歩き遍路が主流になり、そこに光が当
たらないと、遍路文化そのものの衰退につな
がるのではないでしょうか。四国が誇る歴史
文化を次代に継承していくために、どう守
り、どう活用し、どう伝えていくのかを考え
るきっかけになってほしいです」

「四国遍路の歴史、遍路文化の価値を再認識しま
した。太龍寺周辺の遍路道は、古道の形態を色濃
く残す歴史の道で、その一部は国史跡指定を受け
ています。四国最古の遍路道『かも道』も、国史
跡申請の準備が進められています。本年５月、市
の支援を受けて遍路道保護を目的とする『加茂
谷へんろ道の会』を結成し、30人の有志が、歴
史の道の保存・活用に知恵を絞っています。また、
観光客を誘致しようと、ボランティアガイドの育成
にも取り組んでおり、ウオーキングイベントの開
催をめざしています。歴史と自然が調和した『か
も道』で、その魅力を体感してみてください」

第12回全国歴史の道会議  徳島県大会

加茂谷へんろ道の会
宮本光夫 さん
（69歳・徳島市）

加茂谷へんろ道の会
竹内　弘 さん
（66歳・十八女町）
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ニュースオアシス

一般国道55号阿南道路（津乃峰町西分～橘町大浦）
11月２日に開通

一人ひとりが輝ける社会の実現をめざす
福井中人権劇で共同参画を訴える

那賀川中学校で宇宙教育を実施
エネルギー開発の最前線を学ぶ

内原町出身の東洋画家・加藤松林人展
市内外から多くの人が作品を鑑賞

小松島市大林町森ノ本から阿南市橘町青木を結ぶ一般国
道55号阿南道路（18.4㎞）のうち、津乃峰町西分から
橘町大浦までの1.7㎞（暫定２車線）の道路工事が完成し、
11月２日に開通しました。橘小学校で行われた開通式で、
岩浅市長は出席した約160人を前に「四国の経済を支える
電力会社が立地する橘町まで阿南道路が通じたことは大
変意義深いことです」と力強くあいさつを述べました。
大谷山トンネル入り口付近で行われた開通セレモニーに
は、地元住民など約600人が集まり、テープカットなど
で開通を祝いました。テープカットをした四宮菜花さん

（橘小６年）は「たくさんの人が橘町に訪れて、まちが
活気づいてほしいです」と笑顔で話していました。

昭和59年から毎年１回行われている福井中学校２年生
による人権劇が、10月27日の「第15回福井町ふるさと
人権フェスティバル」で上演されました。演目は「光り
輝くとき」。過去30作で、初めて男女共同参画をテーマ
に取り上げました。
舞台では、仕事で休めない妻に代わって育児休暇を取っ
た夫が、周囲のうわさや親族の抵抗を乗り越え、「子ど
もをみんなで育てよう」と応援されるまでの姿が描かれ
ました。生徒たちは、舞台を通して男女が協力し合える
社会の実現を訴えました。人権教育主事の梶尾純一先生
は、「一人ひとりに光が当たり、それぞれが輝くことの
できる男女共同参画社会をつくってほしい」と、26人
に熱いまなざしを送っていました。

石油などの化石燃料の枯渇が心配され、エネルギー問題
に焦点が集まる今、エネルギー問題について考えようと、
10月30日、那賀川中学校でJAXAから講師を招いて授
業が行われ、２年生101人が「宇宙太陽光発電と宇宙環
境」について学びました。
JAXAで宇宙太陽光発電の開発を行う田中孝治さんは、
未来エネルギーとして期待される宇宙太陽光発電の研
究・開発の最前線を紹介。地球にやさしく、自然の影響
を受けにくい利点の一方、コストが高いなどの課題も説
明しました。エネルギー問題に関心がある濱田　葵さん
は、「知らないことが多かったです。宇宙太陽光発電が
近い将来実現してほしいです」と話していました。

内原町出身の東洋画家・加藤松林人が描いた名画を県
民に広く知ってもらおうと、11月４日から６日間、と
くぎんトモニプラザで加藤松林人展が開催されました。
これは市制施行55周年記念事業として行われたもので、
会場には戦前の朝鮮半島の風景や風俗が美しく描かれた
41点が展示されました。訪れた人はお気に入りの作品
の前で立ち止まり、じっくりと鑑賞していました。小西
富美代さん（83歳・横見町）は「どの絵も色づかいが
美しく繊細なので、見とれてしまいます」と感心してい
ました。
初日の11月４日には、開会セレモニーと美術史研究家
で医師の姜

かん

　健
こん

栄
よん

さんによる記念講演会も行われました。
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阿南駅周辺の環境を整え
マナー向上と鉄道の利用促進を図る

「エコパーク阿南」の工場棟が完成
11月18日から可燃ごみ等の搬入始まる

資源のリサイクルにご協力ください
家庭ごみ分別ガイドブックを作成

身元調査お断り！
道の駅で啓発ワッペンを配布

阿南駅周辺の環境を美しく保ち、利用者のマナー向上と
鉄道の利用促進につなげようと、10月23日、高校生や
団体職員など約60人が清掃活動を行いました。
これは、10月14日が「鉄道の日」であることにちなん
で徳島県が駅前リフレッシュ事業として実施したもので、
参加者は、駅の東側と西側に分かれて、駐輪場のごみを
拾ったり、自転車の整頓をしたりしました。作業は30
分ほど行われ、70㍑のポリ袋11袋分のごみが集められ
ました。
通学でＪＲを利用している富岡東高等学校２年の宮本歩
実さんは、「こんなにもたくさんのごみが落ちていると
は思いませんでした。マナーを守って、気持ちよく駅を
利用したいです」と話していました。

小勝島に整備を進めている新ごみ処理施設「エコパーク
阿南」の工場棟建設工事がほぼ完成し、10月31日に火
入れ式が行われました。11月18日からは、可燃ごみや
粗大ごみの搬入が始まっています。
火入れ式には、市職員をはじめ工事関係者など28人が
出席し、操業の無事と安全を祈願しました。神事の中で
行われた火入れの儀で、岩浅市長と㈱タクマ執行役員プ
ラント建設センター長の平松良健さんがバーナー着火用
のスイッチを押すと、会場に設置されたモニター画面に
炎が映し出され、参列者から拍手が起こりました。
工事の進捗率は約94％（10月末現在）で、試験焼却を
経て、平成26年４月から本格稼働する予定です。

ごみの分別に対する理解を深めてもらおうと、市では、
分別ルールや出し方のポイントなどを冊子にまとめた

「阿南市家庭ごみ分別ガイドブック」を作成し、11月６
日から全戸配布しました。
このガイドブックは、11月からの新ごみ処理施設「エ
コパーク阿南」の試運転開始に合わせて作成されたもの
で、大きさはＡ４判、72ページのカラー刷りで編集さ
れています。家庭ごみの分別方法やごみを出す際の注意
点などをイラストを交えて紹介しているほか、1224品
目の分別区分を五十音順で掲載しています。
ごみの減量化と資源化を進めるため、分別にご協力くだ
さい。

身元調査は重大な人権侵害につながるおそれがあるため、
10月27日、道の駅公方の郷なかがわで、市人権教育協
議会那賀川支部や市内高等学校・支援学校から約150人
が参加して、「身元調査お断り」ワッペン運動を行いま
した。
参加者は道の駅を訪れた人々に「身元調査お断り」と書
かれたワッペンを手渡しながら、人権問題の解決を訴え
ました。阿南工業高等学校３年の西條滉涼さんは、「差
別をなくすには、こうして地道に呼びかけることが大切
だと思います」と話していました。この取組は25年前
から行われており、当日は那賀川中学校シンフォニック
バンド部による人権コンサートも行われました。
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あなんカルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

ふ
た
ご
座
流
星
群
観
望
会（
有
料
）

　

12
月
13
日
～
14
日
に
か
け
て
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
「
ふ
た
ご
座
流
星
群
」
の
観
望
会
を
実

施
し
ま
す
。
当
日
は
並
行
し
て
月
と
木
星
の

観
望
も
行
い
ま
す
。

日
時　
12
月
13
日
㈮　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム（
無
料
）

　

土
・
日
曜
・
祝
日
、
冬
休
み
中
の
午
後
１

時
30
分
～
、
３
時
～
（
投
映
時
間
約
30
分
）

テ
ー
マ　
「
今
夜
の
星
空
と
ア
イ
ソ
ン
彗す

い

星せ
い

の
お
話
」

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

県内外で活躍の演奏家
30組が出演。ピアノ、
弦・管楽器や声楽アン
サンブルなど多彩な演
奏をお楽しみください。
日時
12月21日㈯ ・22日㈰ 
いずれも13:00開演
場所　夢ホール
　　　（文化会館）
入場料　500円

（２日とも入場可）
※高校生以下は無料　　　
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※無料託児あり（１週間前までに要申込）
チケット販売場所　文化会館、市民会館、情報文化
センターほか
※来場者の皆さんに投票していただき「オーディ
エンス賞」を選びます。
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 第11回夢ホールコンサート

日時　平成26年３月８日㈯ 　14:00開演予定
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　月亭八方、月亭八光、月亭方正、月亭遊

方ほか
入場料　全席自由
　　　　一般　2,000円　
　　　　学生　1,000円
　　　　※当日券500円増し
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、
市民会館、ミリカホール、平惣書店ほか
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 阿南市制施行55周年記念事業
　「月亭八方一門会」チケット絶賛発売中

■ 劇団四季ファミリーミュージカル
　「桃次郎の冒険」　チケット発売
「“桃太郎 ” なん
てくだらない」
と言った桃山次
郎少年は、紙芝
居の中の世界に
…。
桃太郎の弟、桃
次郎となった少年は鬼が島に鬼退治に…。
でもそこは、なんだか私たちが知る物語の世界と
は、少し違っていました。
桃次郎は、冒険の終わりにすばらしい「宝物」を
手に入れることができるでしょうか？
日時　平成26年２月23日㈰　19:00開演予定
場所　コスモホール ( 情報文化センター )
入場料　全席指定
　　　　Ｓ席　4,500円　　
　　　　Ａ席・車いす席・親子席　4,000円　
　　　　補助席　3,000円　　
　　　　※3歳未満の方は入場できません。
チケット発売　12月14日㈯　8:30～
　　　　　　　※電話受付は10:00～
チケット販売場所　情報文化センター
　　　　※購入枚数は、１人１回につき５枚まで
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ
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り
同
四
年
東
京
へ
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
五

年
以
後
は
旧
藩
主
が
城
内
の
建
物
や
庭
木

を
旧
家
臣
に
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
は

ず
で
あ
る
。

　

噂
で
は
明
治
十
五
年
頃
、
元
中
老
蜂
須

賀
伊
豆（
十
代
藩
主
重
喜
の
孫
）の
邸（
現

在
県
庁
駐
車
場
辺
り
）
を
県
会
議
事
堂
に

す
る
た
め
不
要
な
建
物
や
庭
木
を
払
い
下

げ
た
も
の
で
、
近
く
に
住
む
原
田
氏
が
一

部
を
入
手
し
た
よ
う
だ
。
玄
関
の
簡
単
な

式
台
や
三
畳
間
は
足
軽
住
宅
の
様
式
を
改

造
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
あ
る
。
長
々

と
引
用
し
た
が
、
私
の
見
解
も
高
田
氏
と

同
様
で
あ
る
。

　

桜
が
咲
く
こ
ろ
に
な
る
と
新
聞
・
テ
レ

ビ
で
原
田
家
住
宅
と
桜
が
報
道
さ
れ
る
。

す
べ
て
が
原
田
家
を
旧
蜂
須
賀
の「
重
臣
」

と
し
て
い
る
か
ら
困
っ
た
こ
と
だ
。

　

旧
藩
時
代
、「
重
臣
」
と
は
家
老
、
中

老
ク
ラ
ス
の
家
格
の
者
を
指
す
。

　
（
終
わ
り
）

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
93

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

船越邸（領家町）に咲く新開桜

蜂
須
賀
桜
・
新
開
桜

　
名
家
と
桜

　

最
近
、
名
家
・
名
門
の
姓
を
冠
し
た
桜

が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、「
蜂

須
賀
桜
」
は
最
近
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
も
の
。
阿
南
で
も
「
新
開
桜
」
が
阿
南

の
一
部
有
志
に
よ
っ
て
売
り
出
さ
れ
て
い

る
。
和
歌
山
県
へ
旅
行
し
た
と
こ
ろ
、
有

名
寺
院
で
「
湯
浅
桜
」
を
見
か
け
た
。
桜

の
木
の
下
に
立
て
札
が
あ
っ
た
の
で
承
知

し
た
。
湯
浅
氏
は
紀
州
の
大
豪
族
で
、
阿

南
市
の
湯
浅
氏
は
紀
州
の
湯
浅
氏
の
子
孫

が
多
い
。

　

そ
の
う
ち
県
内
で
は
細
川
桜
、
三
好
桜
、

長
宗
我
部
桜
、
稲
田
桜
等
々
が
、
阿
南
市

で
は
賀
島
桜
、
東
条
桜
、
清
原
桜
、
足
利

桜
等
々
が
で
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

　

桜
は
バ
ラ
科
の
落
葉
喬
木
。
十
数
種
の

総
称
で
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、

サ
ト
ザ
ク
ラ
、
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
が
良
く
知

ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
（
染
井
吉
野
）

だ
が
、
江
戸
染
井
の
植
木
屋
が
売
り
出
し

た
桜
の
一
種
で
、
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
と
オ
オ

シ
マ
ザ
ク
ラ
の
雑
種
で
あ
る
。
蜂
須
賀
桜

ら
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
あ
る
。

原
田
家
と
蜂
須
賀
桜

　

さ
て
、
蜂
須
賀
桜
だ
が
近
頃
有
名
に
な

り
立
江
駅
橋
構
に
ま
で
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　

蜂
須
賀
桜
だ
が
、
知
友
高
田
豊
輝
氏
の

労
作
「
徳
島
の
歴
史
民
俗
研
究
録
」
に
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

原
田
家
住
宅
は
、
元
藩
主
が
明
治
の
初

め
重
臣
で
あ
っ
た
原
田
一
平
に
譲
っ
た
も

の
で
、
明
治
十
五
年
に
現
在
地
へ
移
築
せ

ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、「
阿
波
歌
人
志
」

に
よ
る
と
、
原
田
一
平
は
下
八
万
村
の
富

農
の
出
身
で
、
御
番
人
（
足
軽
挌
）
の
株

を
相
続
し
、明
治
三
年
徳
島
藩
権
少
属（
最

下
級
の
武
士
相
当
）、
同
四
年
に
権
大
属

に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
安
政
四
年
の
御

番
人
の
名
簿
に
は
載
っ
て
い
な
い
。
徳
島

城
は
明
治
二
年
に
蜂
須
賀
家
の
所
有
物
で

な
く
な
り
、
蜂
須
賀
家
最
後
の
藩
主
茂も

ち

韶あ
き

は
城
か
ら
出
さ
れ
新
蔵
町
の
南
浜
邸
へ
移

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場
（
無
料
）

「
松
ぼ
っ
く
り
で

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
ろ
う
」

　

松
ぼ
っ
く
り
を
使
っ
て
小
さ
な
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。
子
ど
も
向
け
。

日
時 

12
月
23
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
～
、

午
後
１
時
30
分
～
の
２
回

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

新
春
親
子
た
こ
作
り
教
室 

（
無
料
）

　

親
子
で
た
こ
を
作
り
、
完
成
後
、
実
際
に

飛
ば
し
て
遊
び
ま
す
。

日
時　
平
成
26
年
1
月
５
日
㈰　

午
前
10
時

～
、
午
後
１
時
30
分
～
の
２
回

定
員　
各
回
親
子
10
組
（
先
着
順
）

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
の
科
学
工
作
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験 

（
無
料
）

　

土
・
日
曜
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20

分
～
の
２
回
実
施
。
テ
ー
マ
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
学
校
の
冬
休
み
期
間

は
平
日
の
午
後
２
時
20
分
～
も
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

12
月
お
よ
び
年
始
の
休
館
日

２
日
㈪
、
９
日
㈪
、
16
日
㈪
、
24
日
㈫
、

29
日
㈰
～
平
成
26
年
１
月
３
日
㈮
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２
人
の
息
子
が
生
ま
れ
て
か
ら
も

一
緒
に
阿
波
踊
り
を
続
け
、
阿
南

市
内
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
主
人
が
、
も
っ
と

多
く
の
人
の
直
接
役
に
立
つ
仕
事

が
し
た
い
と
、
徳
島
新
聞
販
売
店

へ
転
職
を
し
ま
し
た
。
ど
こ
の
地

域
で
販
売
店
を
さ
せ
て
も
ら
う
の

か
？
不
安
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
、
羽
ノ
浦
町
の
販
売

店
を
預
か
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
、

縁
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
縁
の
あ
る
場
所
に

引
っ
越
し
て
き

た
時
に
は
、
初

め
か
ら
運
命
に

決
め
ら
れ
て
い

た
か
の
よ
う
な

不
思
議
な
感
じ

で
し
た
。

　

私
は
、
仕
事

も
子
育
て
も
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
地
域
の

方
々
と
交
流
を
し
て
、
阿
南
市
の

い
ろ
い
ろ
な
事
を
教
わ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
縁
の
あ

る
地
で
の
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。

　

次
は
、
羽
ノ
浦
町
の
松
坂
愛
貴

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
選

短
　
歌

香
川
ミ
ヨ
子

毀
れ
や
す
き
レ
タ
ス
の
葉
っ
ぱ
パ
リ
と
剥
ぐ
朝
の
厨

の
清
し
き
は
じ
ま
り

　
　
　
　
　
　

中
原　
　

一

お
ほ
か
た
は
過
ぎ
た
る
一ひ
と

生よ

来
世
ま
た
誰
を
か
求
む

花
い
ち
も
ん
め

　
　
　
　
　
　

米
田
千
代
美

陽
に
干
し
し
布
団
の
匂
う
部
屋
に
い
て
主
婦
な
る
わ

れ
の
一
人
の
時
間

　
　
　
　
　
　

徳
川　

明
美

不
条
理
を
正
す
力
の
な
け
れ
ど
も
苺
白
花
ひ
か
り
を

反
す

　
　
　
　
　
　

臣
永　

悦
子

山
菜
を
摘
め
得
ぬ
被
災
地
偲
び
つ
つ
今
朝
蕗
の
薹
小

さ
く
き
ざ
む

　
　
　
　
　
　

矢
野　

道
子

眩
し
か
り
小
春
日
い
っ
ぱ
い
注
が
れ
て
母
の
柩
は
今

出
で
ん
と
す

　
　
　
　
　
　

青
木　

弘
子

児
ら
五
人
思
い
思
い
の
ゲ
ー
ム
機
に
メ
ダ
カ
の
よ
う

に
指
先
踊
る

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

品
川　

重
晴

秋
冷
が
そ
ぞ
ろ
に
寄
せ
る
膝
頭

　

羽
ノ
浦
町
と
の
ご
縁
を
い
た
だ

い
て
十
数
年
が
経
ち
ま
す
。

　

初
め
て
羽
ノ
浦
町
に
足
を
踏
み

入
れ
た
の
は
、
阿
波
踊
り
グ
ル
ー

プ
「
や
め
ら
連
」
に
入
っ
た
時
の

こ
と
で
す
。
当
時
は
、
ま
だ
独
身

で
し
た
。
日
曜

日
ご
と
に
徳
島

市
か
ら
羽
ノ
浦

町
へ
練
習
に
通

っ
て
い
ま
し
た
。

人
の
集
ま
る
と

こ
ろ
に
出
会
い

が
あ
る
も
の
で
、

そ
こ
で
主
人
と
出
会
い
ま
し
た
。

初
め
は
男
踊
り
の
ラ
イ
バ
ル
同
士

で
し
た
。
私
は
、
こ
の
人
だ
け
に

は
負
け
た
く
な
い
！
と
思
い
つ
つ
、

水
神
祭
や
コ
ス
モ
ス
祭
り
、
阿
南

の
夏
ま
つ
り
に
も
お
互
い
仲
間
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う

こ
う
す
る
う
ち
、
ラ
イ
バ
ル
の
は

ず
が
、
い
つ
の
間
に
か
引
か
れ
合

い
結
婚
に
至
り
ま
し
た
。
結
婚
し
、

　
　

青
木　
　

彗

小
京
都
う
ね
る
大
屋
根
秋
茜

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

勝
代

嫁
ぎ
き
て
健
や
か
に
老
い
菊
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　

陶
久　

晴
義

父
の
碑
の
植
木
刈
込
み
秋
惜
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　

山
根　

渓
風

晩
年
を
何
時
と
も
知
ら
ず
天
髙
し

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田　

春
子

ま
っ
た
け
飯
み
ん
な
無
言
の
機
内
食

竹
治　

綾
子

書
を
閉
じ
て
目
の
ツ
ボ
を
押
す
良
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

小
西　

晴
美

鷹
渡
る
空
に
高
さ
の
あ
り
に
け
り

東
條　

当
子

大
鍋
の
匂
ひ
流
し
て
芋
煮
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

蒼
朗

秋
天
の
阿
波
に
始
ま
る
札
所
道阿

南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

橋
本　

征
介

き
れ
い
な
あ
隣
の
芝
も
奥
さ
ん
も

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

福
笑

猛
打
賞
そ
れ
で
も
代
打
送
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

西
田　

修
身

ほ
ろ
苦
き
言
の
葉
包
む
オ
ブ
ラ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

破
れ
な
い
古
着
眺
め
て
ま
た
仕
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

衝
動
買
い
家
の
鏡
に
責
め
ら
れ
る
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阿南市立図書館だより
12月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ■ 休 休 ★ 休 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ◎ ☆ 休 ◎ ■ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ 休 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 ■ 休 休 ☆ 休 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏　■…図書館のクリスマス）

移動図書館車「ひまわり号」

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10：00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　12月はお休みです。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

巡回日 巡　回　場　所 時　間
  5日㈭ 椿　泊　漁　協　前 14:30～15:00
11日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
12日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30

　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00
13日㈮ 長 生 公 民 館 前 11:00～11:30

　 上　中　分　館　前 14:30～15:00
19日㈭ 山 口 分 館 前 14:30～15:00

大 潟 分 館 前 15:30～16:00

巡回日 巡　回　場　所 時　間
20日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中 央 病 院 阿 南 荘 前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

26日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 　 団 　 地 　 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。
問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

12 月の巡回日程

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  

■クリスマスおはなし会〈那賀川図書館・視聴覚室〉
日時　12月15日㈰　14：00～15：00
演目　ブラックパネルシアター「マッチうりの少女」
　　　ミュージックベルほか				  

■クリスマスおはなし会〈羽ノ浦図書館・情報文化センター ３階〉
日時　12月21日㈯　14：00～15：00
演目　ブラックシアター「ほしのクリスマス」
　　　大型絵本「こぶとりじいさん」
　　　工作「リースをつくろう！」ほか

■冬休みおたのしみ会〈阿南図書館・視聴覚室〉
日時　12月22日㈰　10：30～11：30
演目　人形劇「くまどんときつねどん」
　　　寸劇「三びきのこぶた」ほか

図書館のクリスマス

＊＊＊＊ 年末年始の休館日 ＊＊＊＊
12月29日㈰～平成26年１月４日㈯

※休館中、ホームページからの本の予約、貸出期限の延長は
受け付けしています。

入場無料
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。平成26年２月号の締め切りは12月26日㈭です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

　 　

親権制限事件の動向

親権制限事件とは
父または母の親権（財産管理権）の行使に
問題がある場合に、その父または母につい
て、親権を失わせる「親権喪失」、２年以
内の期間に限って親権を行使することがで
きないようにする「親権停止」、財産管理
権を失わせる「管理権喪失」の３つの事件
をさします。
このうち、親権停止は、児童虐待の防止を
図るために、平成24年４月に新設された
制度で、親権を失わせるまでの必要はない
事案でも、この利益を守るために、必要に
応じて親権を制限できることになりました。
問 徳島家庭裁判所事務局総務課
　（☎088－603－0111）へ

記帳・帳簿等の
保存制度のお知らせ

平成26年１月から記帳・帳簿等の保存制
度の対象者が拡大されます。事業所得、不
動産所得または山林所得を生ずべき業務を
行うすべての方（所得税の申告が必要のな
い方も含む）が対象になります。記帳・帳
簿等保存制度の詳細については、国税庁ホ
ームページ（http://www.nta.go.jp）をご
覧ください。
問 阿南税務署（☎22－0414）へ

民暴弁護士等による
暴力に関する無料相談会

暴力団等から不当要求を受けたり、暴力の
問題で困っている方から無料で相談を受け
る民事介入暴力集中相談（ミンボー相談）
を開催します。
日時　12月７日㈯　13:00～16:00
場所　徳島クレメントプラザビル（ＪＲ徳
島駅ビル）４階　特設会場
問 警察本部暴力追放ダイヤル（☎088－
626－0110）または（公財）徳島県暴力追
放県民センター（☎0120－893－171）へ

「光の絆2013」
光のまち
クリスマスイベント
ボランティア募集

クリスマスの牛岐城趾公園をＬＥＤグラス
で彩りましょう。
日時　12月22日㈰　10:00～17:00
場所　光のまちステーションプラザ
内容　ＬＥＤグラス制作
参加費　無料
持参物　透明のビン

（直径５㎝以上、高さ10㎝以上）
問 阿南光のまちづくり協議会　野村
　（阿南商工会議所内☎22－2301）へ

歌とピアノの贈りもの 
vol.1〜オペラって楽しいね！〜

アイヌの方々からのさまざまな
ご相談をお受けします オペラ（歌劇）をもっと身近に楽しく！徳

島県在住のプロのオペラ歌手を中心に結成
されたブランディーヴァが、子どもからお
年寄りまで楽しめる舞台をお届けします。
日時　12月15日㈰　14:00～（13:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
内容　 ▼第１部　軽快で甘美なモーツァル
ト作曲のオペラ重唱など ▼第２部　フラン
スの香り漂うマスネ作曲“シンデレラ”を日
本語版ハイライトで
入場料　全席自由　
一般　2,000円（前売りのみ２枚セット

3,000円）
学生　500円（高校生以下）　
※未就学児は親子席の予約が必要です。
チケット販売場所　情報文化センター
問 情報文化センター（☎44－5000）へ

（公財）　人権教育啓発推進センターでは、
アイヌの方々の悩みをお受けするフリーダ
イヤルを開設しています。
受付期間　平成26年１月19日㈰まで

※12月28日㈯～1月5日㈰を除く
時間　10：00～20：00

（土・日・祝日は18：00まで）
フリーダイヤル　0120－771－208
※相談無料、匿名可、秘密厳守
※本相談事業は厚生労働省の平成25年度
社会福祉推進事業により実施するものです。
問（公財）人権教育啓発推進センター

（☎03－5777－1802）
〒105-0012　東京都港区芝大2-10-12　
KDX芝大門ビル４階

　 　

第18回阿南支援学校祭

日時　12月７日㈯　9:30～14:30
場所　阿南支援学校
内容　 ▼表現の部（午前）：児童・生徒が日

頃の学習の成果を発表します。

▼催しの部（全日）：花の苗や野菜の
販売、陶芸・木工製品の展示販売、
PTAによる食品バザー(カレー、寿司、
おにぎりなど)

※リサイクル品バザー、手工芸品は13:00か
ら販売します。

問 阿南支援学校（☎22－2010）へ

ＡＳＫＰ２周年記念
スケートスクール

日時　12月14日㈯　9:30～17:00
　　　※雨天の場合は 21 日㈯に延期
場所　羽ノ浦健康スポーツランド
　　　スケートボード場
対象　未経験者や初心者
　　　（性別、年齢制限なし）
内容　周辺の清掃活動、スクール、ミニゲ

ーム、フリースケート
持参物　ボードおよび保護具
参加費　無料（スポーツ保険加入済み）
※くわしくはブログをご覧ください。
問 阿南スケートボード協会（ＡＳＫ）
　 萩野（☎090－5276－2508）へ
　 http://blog.livedoor.jp/entotu/

とくしまアグリテクノスクール
「地域あぐり研修」受講生募集

内容　受講生が希望する農作物の栽培方法
や農産物加工などの実地研修

期間　県内の先進農家で 5 日間
※農業未経験者を対象にした 1 日入門コ
ースもあります。
要件　県内の就農者または就農予定者
※入門コースは農業に関心のある方
申込方法　申込書を提出してください。
書類請求・提出・問い合わせは
徳島県立農林水産総合技術支援センター
経営推進課（☎088－621－2426）へ
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市民の情報ひろば 市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

高校生のための
英語活動ひろばＡ

エース

ＣＥ

ブラッシュアップ講座
「管楽器」（基礎編）

必ずチェック
最低賃金！
使用者も
労働者も

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

学校で習っている英語を実際に使って、地
域のＡＬＴ（外国語指導助手）たちと英語
活動をしてみませんか。お友達も誘って気
軽にご参加ください。
日時　12月１日㈰　14:00～16:00
　　　（２カ月に１回活動しています）
場所　富岡公民館　図書室
対象　高校生　　参加費　無料
※参加時の服装は自由です。
問 英語活動ひろばＡＣＥ事務局
　 土井（☎23－5875）へ

日時　①12月７日㈯　18:30～20:30
　　　②12月14日㈯　18:30～20:30

１月以降の日程は未定です。
（計10回予定）

場所　富岡公民館
募集人数　５～10人
受講料　１回1,000円
内容　①呼吸法　②きれいな音、響きのあ
る音を出そう
講師　新田恭子さん（ソプラノ・アルトサ
クソフォン奏者）
申込方法　電話、またはメールでお名前、
連絡先、楽器をお知らせください。
※１回ごとの参加は可能ですが、継続参加
者を優先します。楽器はご持参ください。
申込締切日　12月２日㈪
問 NPO法人夢ホール市民協議会夢つくり

あなん（☎23－5599）またはEメール
etonne@stannet.ne.jpへ

平成25年10月30日㈬から
徳島県最低賃金

時間額 666円

※特定産業には特定（産業別）最低賃金が
定められています。

問 徳島労働局賃金室
　（☎088－652－9265）
　 または最寄りの労働基準監督署へ

放送大学４月生募集

バレエスタジオ・トゥインクル
10周年発表会

標準営業約款制度
「Ｓマーク」をご存じですか

若者の就労相談会 （予約制）

創立30周年を迎えた放送大学では、平成
26年度第１学期（４月入学）の学生を募
集します。放送大学はテレビ等の放送やイ
ンターネットを利用して授業を行う通信制
の大学です。心理学・福祉・経済・歴史・
文学・自然科学など、幅広い分野を学べま
す。
出願期限　平成26年２月28日㈮まで
※資料は無料贈呈
問 放送大学徳島学習センター
　（☎088－602－0151）へ

日時　12月15日㈰　14:30～（14:00開場）
場所　夢ホール（文化会館）
演目　ドン・キホーテ全幕ほか　小品集
※入場無料
問 バレエスタジオ・トゥインクル
　 岡崎恵子（☎090－1320－7788）へ

標準営業約款制度は、法律で定められた消
費者（利用者）擁護に資するための制度で
す。厚生労働大臣認可の約款に従って営業
することを登録した「理容店」「美容店」「ク
リーニング店」「めん類飲食店」「一般飲食
店」では、店頭にＳマークを掲げています。
登録店は、安心・安全・衛生を約束する信
頼できるお店です。
問（公財）徳島県生活衛生営業指導センター
　（☎088－623－7400）へ

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　12月５日㈭、26日㈭ 13:00～17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション

（☎088－602－0553）へ

日時　12月14日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とは何か、相続の手続き、成年後見
制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　（☎088－626－2083）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　（☎090－3787－0305）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集

訓練科　機械加工技術科、住環境計画科
訓練期間　平成26年２月３日㈪～

７月31日㈭
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　12月２日㈪～平成26年１月６

日㈪まで
問 ポリテクセンター徳島
　（☎088－654－5102）へ
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かもだ岬温泉保養センター
【12月の休館日】

２日㈪、９日㈪、16日㈪、
　24日㈫、27日㈮、30日㈪

１月１日㈷～５日㈰は営業します。

「後藤隆徳写真展」 12月10日㈫～
四国で最初に初日の出が見られるスポット
蒲生田岬を紹介した作品展です。
問 かもだ岬温泉保養センター

（☎21－3030）へ

健康いきいき情報

市民の情報ひろば

お父さん、お母さんの
風しん対策は十分ですか？

現在、風しん予防接種費用の一部助成を行
っています。対象は妊娠を希望または妊娠
する可能性のある女性、昭和39年４月２日
～平成２年４月１日生の男性で、どちらも風
しん抗体が陰性であることが条件です。未
来の赤ちゃんを先天性風しん症候群から守
るためにもご検討ください。くわしくは、広
報あなん11月号または市ホームページをご
覧ください。
問 保健センター（☎22－1590）へ

阿南市ボランティア
フェスティバル出演者募集

光のクリスマスイベント
LEDの幻想的な光のなかで…
　“ANAN Luminous Town Project 2013 X’mas”

～ひろげようボランティアの輪～
阿南市ボランティアフェスティバルで舞台発
表をするボランティアグループを募集します。
日時　平成26年１月11日㈯　

11:00 ～15:00
場所　夢ホールホワイエ特設舞台（文化会館）
出演時間　１団体７分以内
申込締切日　12月13日㈮
問 阿南市ボランティアフェスティバル実行

委員会事務局
（社会福祉協議会内☎23－7288）へ

場所　牛岐城趾公園、光のまちステーションプラザ、JR 阿南駅ほか
問 阿南光のまちづくり実行委員会（阿南商工会議所内☎22－2301）へ

12月23日㈷～25日㈬ 17:30～21:00

日時　12月13日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館2階 ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、健康手帳（無い

方は交付します）
問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室

体組成測定などで、ご自身の体の状態をみ
てみませんか。
日時　12月６日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館
内容　血圧測定、検尿、体組成の測定、個

別健康相談、介護の相談、栄養相談
コーナー

対象　市内在住の方
持参物　健康手帳、健診の結果など
問 保健センター（☎22－1590）へ

健康相談 ・栄養相談

 献血にご協力ください（12 月）

実施日 採　血　場　所 所在地 採 血 時 間
２日㈪ 阿 南 警 察 署 富 岡 町 9：30～11：00

６日㈮
加 茂 谷 運 送 ㈱ 楠 根 町 9：20～10：40
藤 崎 電 機 ㈱ 辰 己 町 12：40～14：00

19日㈭ フ ジ グ ラ ン 阿 南 領 家 町 10：00～13：30

24日㈫
四国電力㈱阿南営業所 富 岡 町 12：10～13：30
日 本 電 工 ㈱ 徳 島 工 場 橘 町 14：10～16：00

26日㈭ 阿南市役所（第１仮庁舎） 富 岡 町
9：30～12：00

13：00～16：30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

23日　点灯式、ステージイベント
24日　光の結婚式
25日　クリスマスライブ、自治体キャラクター大集合
※３日間とも模擬店あり。
※天候により、日程を変更することがあります。
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12月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  3日㈫　みかん狩り　蝶子彰則さん宅
  6日㈮　「みんなの食育」10：15 ～
　　　　 講師：管理栄養士　

野間智子さん
10日㈫　クリスマス会
13日㈮　クリスマスのアレンジメント

10：00 ～　※要予約
講師：コスモスフレンズ代表
　　　小原邦子さん

20日㈮　お正月の飾りを作ろう
24日㈫　お誕生会
17日㈫・20日㈮　うたって遊ぼう

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

  3日㈫　まつぼっくりでツリーを作ろう
10日㈫　クリスマス会　※要予約
17日㈫　おはなしのポケット
24日㈫　お誕生会

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  3日㈫　つくってみよう　三角帽子
10日㈫　クリスマス会
17日㈫　親子クッキング
24日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  3日㈫　みんなで作ろう
10日㈫　クリスマス会＆リトミック

※要予約
17日㈫　子育て講座
24日㈫　お誕生会

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

風しんは春に流行する
といわれています。早
めに接種し、備えまし
ょう。次の年齢の方は
無料で接種することが
できます。
【第１期】

１歳の誕生日～
２歳の誕生日前日まで

【第２期】
平成19年４月２日～
平成20年４月１日生の方は
平成26年３月31日まで

問 保健センター（☎22－1590）へ

親子で楽しむクリスマスコンサート
サンタさんやアンパンマンたちと一緒に楽
しい時間を過ごしましょう！
日時　12月14日㈯　10:00～12:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
内容　黒崎楽器さんによる「おんがくとえ

いごであそぼコンサート」、人形劇
～さんびきのこぶた～、おたのしみ
抽選会、サンタさんからのプレゼン
ト

対象　どなたでも
※入場無料、申込み不要
問 阿南ファミリーサポートセンター
　（☎24－5550）へ

阿南ファミリーサポートセンター
交流会

麻しん風しん混合予防接種は
済んでいますか？

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　13日㈮　桑野公民館
　　　25日㈬　福井公民館
　　　27日㈮　加茂谷公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
３日㈫、６日㈮、10日㈫、17日㈫、
20日㈮、24日㈫
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
12月

（※＝要予約）
  5日㈭　ミュージックケアー(乳児)※
  6日㈮　高齢者とのふれあい会※
  9日㈪　看護師による健康相談・発育計測
12日㈭　おひさまクリスマス会　
16日㈪～20日㈮　フリーマーケット
17日㈫　発育計測
18日㈬　ミュージックケアー(幼児)※
19日㈭　お誕生会
20日㈮　英語で遊ぼう
26日㈭　英語で遊ぼう
27日㈮　大掃除

※28日㈯～平成26年１月５日㈰まで休園

問 那賀川子育て支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば� 平日 9:00 〜 16:00

12月

子 育 て 一 言 メ モ

　みなさんは、ご存じでしたか。昔から「寝る子は育つ」といわれていることを…。
　これは、早寝早起きをしてたっぷり寝ると、成長ホルモンがたくさん出るということ
です。
　子どもたちの健やかな成長発達は、だれもが抱く願いです。その願いをかなえるため
の環境を整えることが、大変難しくなってきています。コンビニは街にあふれ、多くの
業種で 24時間営業化が進み、生活はますます便利になってきています。保護者のみな
さんも、帰宅時間が遅くなったり、夜遅くまで起きていたりすることが多くなってきて
います。子どもたちの生活を大人の夜型生活に合わせていませんか。
　子どもたちの健やかな成長を願って、さあ、明日から、保護者の方も子どもといっし
ょに、早寝早起きを心がけましょう。	 学校教育課

－ 寝 る 子 は 育 つ －

年末年始の閉所のお知らせ
12月26日㈭～平成26年１月６日㈪
※１月７日㈫から開所します。

て ひ ろば育子
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保育所は、保護者が労働等で家庭での保育に欠ける

児童の保育を行います。

募　集　市内の各保育所（園）

対　象　市内に居住し、保護者の仕事や家庭の事情

で保育に欠ける乳幼児。

申込方法　「入所申込書（各保育所（園）に備え付け）」

によりお申し込みください。

市内の各保育所で受け付けています。

※新規、継続を問わず申込みが必要。

問い合わせは　こども課（☎22－1593）へ

幼稚園とは、幼児を保育し適当な環境を与えて、

その心身の発達を助長することを目的とする学校

教育法に基づく学校です。

募　集　横見、加茂谷、大野、富岡、宝田、新野、

新野東、橘こどもセンター短時部、

見能林幼稚園

対　象　◎５歳児（１年保育）

平成20年４月２日〜平成21年４月１日

に生まれた幼児

◎４歳児（２年保育）

平成21年４月２日〜平成22年４月１日

に生まれた幼児

◎３歳児（３年保育）

平成22年４月２日〜平成23年４月１日

に生まれた幼児

※３歳児は富岡、加茂谷幼稚園のみ。

申込方法　｢入園願書（受入幼稚園に備え付け）」

により、お申し込みください。市内の

各幼稚園で受け付けています。

問い合わせは　学校教育課（☎22－3390）へ

●子育て支援保育の申請
次の幼稚園で、降園後の預かり保育を行っていま

す。希望される方は、入園願書受付期間中に各園

までお申し出ください。

【実施幼稚園】

大野、加茂谷、見能林、横見、新野、新野東

問い合わせは　学校教育課（☎22－3390）へ

※橘幼稚園は橘こどもセンター短時間保育児部と

なります。

保育所（園）

幼稚園

●病児・病後児保育の新規登録申請
病気入院の必要がなく、急性期を越えた安定期から

回復期の生後６カ月〜小学３年生の児童で、保護者

が勤務や社会的にやむを得ない事由などにより集団

保育や家庭での育児が困難な児童のための子育て支

援サービスを行っています。随時受け付けしていま

すので希望される方はお申し出ください。

申請受付　各保育所、こども課、保健センター、各

支所・住民センター、岩城クリニック

※現在登録済みで平成26年度継続利用ご希望の方

は新しく登録申請の必要はありません。

問い合わせは　こども課（☎22－1593）へ

平
成
26
年
４
月
か
ら
入
所
・
入
園
を

希
望
さ
れ
る
方
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

平
成
26
年
１
月
６
日
㈪
〜
17
日
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保
育
所
（
園
）・
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稚
園
へ
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入
所
・
入
園
の

ご
案
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区分 保　育　所　名 受入年齢

公
　
　
　
　
　
立

富岡 １～５歳児
寿 ０～２歳児
宝田 １～５歳児
本庄 ０～２歳児
長生 ３～５歳児
大野 ０～３歳児
明星 ０～５歳児
中野島 ０～５歳児
横見 ０～３歳児
見能方 １～３歳児
津乃峰 １～５歳児
橘 (橘こどもセンター長時部） ０～５歳児
桑野 １～５歳児
山口 ３～５歳児
新野 ０～３歳児
福井 ０～５歳児
椿 ２～５歳児
伊島 ３～５歳児
平島こどもセンター ０～５歳児
今津こどもセンター ０～５歳児
羽ノ浦くるみ １～５歳児
羽ノ浦すみれ ０～５歳児
羽ノ浦こばと １～５歳児
羽ノ浦さくら １～５歳児

私
　
　
立

阿南 ０～５歳児
お山 ０～５歳児
阿南ひまわり ０～５歳児
あけぼの ０～５歳児
あざみ ０～３歳児
那賀川ひまわり ０～３歳児

保
育
所
（
園
）
一
覧
表
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日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

12月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ

●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

４日㈬、18日㈬　17：15〜18：15　市役所本庁１階

「あななん」が、10月20日のあなん健康まつりで徳島県のマスコット「すだちくん」と初対面。人気は、デビューしたての「あ
ななん」に集まっていたようでしたが、「すだちくん」は 1990年に徳島県のマスコットとして誕生し、現在、勤続24年目。旺盛
な仕事ぶりは健在で、「あななん」も「すだちくん」のように地元に愛され元気をくれる存在に育ってほしいと願っています。（山田）
吐く息も白く、もうすっかり冬。時の流れの早さを感じずにはいられません。皆さんにとって、今年はどんな１年になりましたか。
年末は何かと忙しい時期ではありますが、忙しさにかまけて、ただ過ごすのではなく、一日一日を大切にしたいものですね。（相田）

編集室の

窓

12月の相談

12月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

■市県民税（第４期）　　
■国民健康保険税（第７期）
　納期限は、12月25日㈬です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  22日㈰  8:30〜17:00（市役所 1階納税課）

法律相談（要予約）	 ５日㈭・19日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談	 10日㈫・24日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 20日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 ３日㈫・６日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談	 20日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館３階　レディースルーム
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 子育て家庭教育支援チーム　☎42−3885

心配ごと相談	 ２日㈪・９日㈪・16日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日 3・10・17・24日　時 13:00～17:00
日 13・27日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22－0361

年金相談（要予約）	 今月はありません。
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※平成26年１月の相談日は９日㈭です。

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
8日 是松医院 津乃峰町 ☎27ー0316

15日 井坂クリニック 津乃峰町 ☎27ー0047

22日 かじかわ整形外科 日開野町 ☎24ー5750

23日 けんなんメンタルクリニック 日開野町 ☎23ー6522

29日 古川小児科内科医院 領 家 町 ☎23ー3306

31日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22ー1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

12月の休日・夜間診療

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設12月の休館日
サンアリーナ（温水プール） 2・9・16・24・29・30・31日

那賀川スポーツセンター 4・11・18・25・29・30・31日

羽ノ浦総合国民体育館 2・9・16・24・29・30・31日

羽ノ浦健康スポーツランド 2・9・16・24・29・30・31日

県南部健康運動公園 3・10・17・24・29・30・31日

人口と世帯数

人口 76,869人 （−68）
（男）37,067人 （−35）

（女）39,802人 （−33）

世帯数 30,059世帯（＋  2）

※平成25年10月末日現在
　カッコ内は前月対比

※年始は1月4日から開館

31　広報あ な ん 2013.12



　
「
エ
イ
、
エ
イ
サ
ッ
サ
、
エ
イ
ト
サ
ッ
サ
」

大
漁
旗
が
秋
風
に
た
な
び
く
港
町
に
、
音
頭

取
り
の
美
声
と
拍
子
木
の
名
調
子
が
鳴
り
響

く
。
祭
り
歌
と
し
て
代
々
歌
い
継
が
れ
て
き

た
「
た
た
ら
音
頭
」。
そ
の
普
及
・
伝
承
に

尽
く
し
た
故
池
添
覚
師
匠
の
思
い
を
今
に

伝
え
よ
う
と
、「
橘
た
た
ら
音
頭
保
存
会
」

の
皆
さ
ん
が
祭
り
に
一
興
を
添
え
て
い
る
。

　

け
ん
か
だ
ん
じ
り
で
知
ら
れ
る
橘
海
正
八

幡
神
社
例
祭
で
は
、
お
旅
所
や
だ
ん
じ
り
巡

行
で
「
た
た
ら
音
頭
」
や
「
御
船
歌
」
な
ど

が
歌
わ
れ
て
い
る
。
た
た
ら
音
頭
は
、
鉄
や

銅
の
精
錬
や
鋳
造
の
際
に
歌
わ
れ
て
い
た
労

働
歌
が
芸
能
化
し
た
も
の
。
浄
瑠
璃
か
ら
題

材
を
得
た
も
の
や
く
ど
き
か
ら
出
た
文
句
が

多
く
読
み
込
ま
れ
、
阿
波
な
ら
で
は
の
祭
り

歌
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
戦
後
に
衰
退
。
今
で
は
橘
町
、
桑
野
町
、

吉
野
川
市
鴨
島
町
の
保
存
会
だ
け
と
な
っ
て

い
る
。
阿
波
藩
の
参
勤
交
代
の
際
に
歌
わ
れ

た
「
御
船
歌
」
に
あ
っ
て
は
、
橘
町
で
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
歴
史
的
・
文
化
的
に

貴
重
な
歌
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
こ
と
は

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

11
人
の
先
頭
に
立
っ
て
祭
り
歌
の
保
存
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
会
長
の
計
盛
幸
雄
さ

ん
（
67
歳
）。
総
代
会
や
学
校
、
公
民
館
な
ど

に
働
き
か
け
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

　
「
昔
は
日
常
的
に
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
歌
詞
の
多
く
は
古
典
的
で
、
若
者
か
ら
は

敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
。
な
ら
ば
、
現
代
風
に
改

作
し
て
み
て
は
ど
う
か
、
な
ど
と
模
索
の
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。
時
代
は
変
わ
れ
ど
祭
り
に

歌
は
つ
き
も
の
。
お
年
寄
り
、
若
者
、
子
ど
も

が
輪
に
な
っ
て
祭
り
歌
を
楽
し
む
、
素
朴
で
温

か
い
風
景
を
残
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

民
俗
芸
能
に
詳
し
い
徳
島
大
学
大
学
院
教
授

の
髙
橋
晋
一
さ
ん
も
後
押
し
す
る
。「
50
も
の

歌
が
継
承
さ
れ
て
い
る
地
域
は
比
類
が
あ
り
ま

せ
ん
。
保
存
会
は
記
録
の
伝
承
者
で
す
。
こ
こ

に
し
か
な
い
貴
重
な
文
化
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
て
、
伝
え
広
め
、
地
域
の
誇
り
と
し
て
大

切
に
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

　

計
盛
さ
ん
は
こ
ん
な
夢
を
抱
い
て
い
る
。
た

た
ら
音
頭
を
阿
波
踊
り
、
人
形
浄
瑠
璃
、
阿
波

藍
、
第
九
に
次
ぐ
徳
島
５
大
文
化
に
し
た
い
と
。

天
国
の
池
添
さ
ん
も
望
む
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

ぶらりまち紀行
阿南

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第88回

■
発

行
／

平
成

25
年

（
2013年

）
12月

1日
　【

665号
】

■
編

集
／

阿
南

市
企

画
部

秘
書

広
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課
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南
市

富
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町
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ノ
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地
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☎
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■

印
刷

／
米

崎
印

刷
株

式
会

社
広

報
編

集
長

の
小

窓
な
ニ
ュ
ー
ス
を
い
ち
早
く

阿
南

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
！

http://w
w

w
.city.anan.tokushim

a.jp/
ホ

ッ
ト

広
報

佐田神社例祭で歌う故池添さん ( 右 )

橘小学校の児童の皆さんが、たたら音頭、くどき
音頭を体験するようす（10月22日・橘公民館）

橘
た
た
ら
音
頭
保
存
会
（
橘
町
）


